
年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ 1

○ ○ ○ 5

・単元「水の東西」
　　　　山崎　正和」
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・「水」を巡る日本と西洋の文化の
比較を通じて、日本文化の特質につ
いて理解を深める。
・評論の書かれ方を理解し、読み方
を知る。
・要旨をまとめ、文章の要点を把握
する指導事項
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解している。
［思判表］
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
り、自分の考えを深めている。
［主］粘り強く筆者の考える「想像力」を理解
し、学習課題に沿って実際の生活を見直し、情
報社会における自己の在り方について考えを深
め、話し合おうとしている。

○ ○ ○ 6

5

定期考査

現代の国語
国語 現代の国語 2

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

国語

態
配当
時数

・単元「こそそめスープ」
　　　　村田　沙耶香

［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア，イ

・筆者独自の考え方を読み取り、人
それぞれが持つ意識の世界に思いを
はせることができる。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

【知識及び技能】
　言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思

１
学
期

・単元「ルリボシカミキリの青」福
岡　伸一
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・筆者の少年時代の体験について書
かれた文章を読み，自分に当てはめ
て考える。

○

［知技］
・言葉には，認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに，語句や語
彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理
解し，話や文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文，話，文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において，文章の種類
を踏まえて，内容や構成，論理の展開などにつ

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこ
と」の各領域において、論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したり力を伸ばし、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにしてい
る。

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わった
り、思いや考えを広げたり深めたりしながら、
言葉がもつ価値への認識を深めようとしている
とともに、進んで読書に親しみ、言葉を効果的
に使おうとしている。

新編　現代の国語」東京書籍

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが できるようにする。 

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や 想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の 担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

1

・ 単元「気になるニュースについ
て話そう」
［知技］⑴イ
［思判表］
話すこと・聞くこと⑴ア，イ
話すこと・聞くこと⑵ア

・情報を整理し、内容や構成に注意
して話す。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

[知技]
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さな
どに配慮した表現や言葉遣いを使っている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明
確にするとともに、相手の反応を予想して論理
の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫し
ている。
［主］積極的に情報の収集や整理を行い、理解
しやすい内容構成や展開を工夫して、自分の考
えを発表しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

○



○ ○

２
学
期

3

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに、自分の考えを深めている。
［主］
・粘り強く都市部の緑の在り方を述べた筆者の
主張を理解し、学習課題に沿って生態系という
新しい視点と資料との関連性を捉えながら自分
の考えを深めようとしている。

○ ○ ○

○ ○ ○

・単元「発想を広げる方法を使って
話し合おう」
［知技］⑵イ
［思判表］話すこと・聞くこと⑴
ア，オ
話すこと・聞くこと⑵ウ

・発想を広げてアイディアを整理
し，まとめる。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

7

定期考査 1

・単元「鍋洗いの日々」
　　　　　村上　信夫
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・自分の道を切り開いた筆者の体験
談から、仕事に対する思いを読み取
る。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握

○ ○ ○

・単元「「スキマが育む都市の緑と
生命のつながり」塚谷裕一
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア，イ

・身近な植物を観察してきた成果を
述べる文章を読み、提示された新し
い視点について理解する。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

○ 7

6

・「真夏のひしこ漁」
　　矢田　勝美
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア

・海での漁の様子を伝える文章を読
み、自然の中での労働について理解
を深める。
・読書を通じて将来の職業や働き方
を考える。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

［知技］
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において、文章の種類
を踏まえて、内容や構成、論理の展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握
している。
［主］
・積極的に漁をする父や弟の様子を通して自然

○ ○ ○ 3

・単元「集めた情報の内容を検討し
て意見文を書こう」
［知技］⑴ウ，オ／⑵ア
［思判表］書くこと⑴ア，イ
　　　　　書くこと⑵ア

・情報を集めて検討し、構成を工夫
して意見文を書く。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」

○

[知技］
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
［思判表］
・「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、実社会から適切な題材を決め、集めた情報
の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを
明確にしている。
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら

［知技］
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
［思判表］
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい

○ ○

定期考査 1



○ ○ 6

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の

・「真の自立とは」
　　鷲田　清一
［知技］⑴ア，ウ，エ，オ
［思判表］読むこと⑴ア
　　　　　読むこと⑵ア

・「自立」の在り方について考察す
る文章を読み、自分の考えを持ち、

視野を広げる。

○

・単元「美しさの発見」
　　　　高階　秀爾
[知技]⑴ア，ウ，エ，オ
[思判表]読むこと⑴ア，イ

・「美」という抽象的な題材につい
て論じた文章を読み、その展開を論
理的に捉え、筆者の価値観を理解す
る。
・「新編　現代の国語」、「常用漢
字クリア」、ノート、プリント、
「新国語便覧」 ○

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。
［思判表］「読むこと」において、文章の種類

○ ○ ○ 6

3
学
期

・「資料を活用して発表しよう」
［知技］⑴イ，オ
［思判表］話すこと・聞くこと⑴
ウ，エ
話すこと・聞くこと⑵エ

5

［知技］
・言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理
解し、話や文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文、話、文章の効果的な組み立て方や接続の

○

・発表の仕方や，話の聞き方を工夫
する。

定期考査 1
合計

70

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

6

定期考査
○ ○ 1

D 羅城門
【知識及び技能】
　⑴ア
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴エ，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　古典を元にして作られた作品につ
いての理解を深め，学習課題に沿っ
て，古典を元にして作られた作品と
原作との違いや創作性について考え
る。

・古典を元にして作られた作品と，
元の作品を読み比べ，理解を深め
る。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○

1

C 羅生門
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　描かれている内容についての見解
をまとめ，学習課題に沿って，発表
や討論を通じて得た他の意見も踏ま
えながら，考えを深める。

・極限状態にある登場人物の心情の
変化を，場面の展開に即して読み取
り，主題を考える。
・一人１台端末の活用

○

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○

○ ○ 5

B 枕草子「うつくしきもの」
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　自分のものの見方，感じ方，考え
方を深め，学習課題に沿って，「う
つくしきもの」に共通する特徴を捉
え，古今異義語について考える。

・作品の内容を自分と関係づけなが
ら，ものの見方，感じ方，考え方を
深める。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 5

○

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

単元の具体的な指導目標
※記号は学習指導要領と対応

指導項目・内容
領域

評価規準 知

○

国語 言語文化
国語 言語文化 2

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

東京書籍　「新編言語文化」

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが できるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や 想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の 担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度 を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに，我が国の言語文化に対す る理
解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え 合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国 の
言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通し
て他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 「美しい」ということ
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，オ
【学びに向かう力、人間性等】
　筆者の経験と分析について理解
し，学習課題に沿って「美しい」と
いうことについて考える。

・筆者の経験と分析について理解
し，「美しい」ということについて
考える。
・一人１台端末の活用



1

○

H デューク
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，ウ
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開，表現の
特色などを理解し，学習課題に沿っ
て，主人公の心情の変化を読み取
り，表現に注意して話の展開を捉え
る。

・主人公の心情の変化を読み取り，
細かい表現に注意して話の展開を捉
える。
・一人１台端末の活用

○

1

7

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 7

２
学
期

G 夢十夜
【知識及び技能】
　⑴ア，イ，ウ，エ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，ウ
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで文章の構成や展開，表現の
特色などを捉え,学習課題に沿っ
て，小説の中に展開する独自の世界
を味わう。

・表現に即して小説を丁寧に読み味
わい，そこに展開する独自の世界を
味わう。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○

定期考査
○

定期考査 ○ ○

12

E 伊勢物語「芥川」「筒井筒」
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ，ウ
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで歌物語の特徴や表現の仕方
について理解し，学習課題に沿っ
て，各章段に描かれた内容を的確に
捉える。

・歌物語に描かれている内容を，叙
述を基に的確に捉える。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○



○ 5

定期考査
○

○ 6

D 史話
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵イ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ
【学びに向かう力、人間性等】
　話の展開や登場人物の言動を読み
取り，学習課題に沿って，史話のお
もしろさを味わう。

・話の展開や登場人物の言動を読み
取り，史話のおもしろさを味わう。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○ ○ 6

J 論語
【知識及び技能】
　］⑴ア，ウ，エ／⑵イ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア，イ
【学びに向かう力、人間性等】
　『論語』に表れているものの見方
や考え方について理解し，学習課題
に沿って，自分のものの見方や考え
方を豊かにする。

・孔子の学問・人間・政治に対する
考え方を知り，孔子の思想に興味を
持つとともに，ものの見方や考え方
を豊かにする。
・一人１台端末の活用

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○

○ 1

合計

70

３
学
期

I 訓読の基本
【知識及び技能】
　⑴ア，ウ，エ／⑵ア，ウ
【思考力、判断力、表現力等】
　読むこと⑴ア
【学びに向かう力、人間性等】
　漢文の特色や訓読のきまりを理解
し，見通しをもって，古典を学ぶ意
味について考えを持つ。

・文の特色を知り，訓読のきまりを
理解するとともに，格言に親しむ。
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
　中間考査、小テスト
【思考・判断・表現】
　ワークシート、定期考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　振り返りシート、宿題

○ ○



年間授業計画　様式

高等学校 令和6年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｇ 組

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

4〇〇 〇 〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めた
りしている。
［主］進んで和歌を含んだ説話を読み取り，学習課題に

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで絵巻と本文とを関連付けて捉え，学習課題に

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めた
りしている。
［主］進んで古典特有の表現に注意して展開のおもしろさ
を味わい，学習課題に沿って，説話を正確に読み取ろうと

【小野篁，広才のこと】
１帝の篁への疑いの原因と，その疑いを
晴らしたものが，ともに篁の学才にある
ことを理解する。（手引き１）
２言葉遊びのおもしろさがどこにあるか
を読み取る。（手引き２）
３「帝ほほ笑ませ給ひて，事なくてやみ
にけり。」となった理由を考える。（手
引き３）

□帝と篁のやりとりのおもしろさをまと
める。

4〇 〇 〇〇 〇 〇

十訓抄
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
オ

〇

宇治拾遺物語
「小野篁，広才のこと」
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
オ

１定頼中納言の言動の内容を読み取る。
（手引き１）
２小式部内侍のとった行動を読み取る。
（手引き２）
３和歌文学，および和歌の技巧について
理解する。

□登場人物の思いや状況，歌の工夫など
を踏まえて，歌の良さを文章にまとめ
る。

宇治拾遺物語
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，エ，
カ

□知っている説話を挙げ，特徴を確認す
る。

【空を飛ぶ倉】
１本文を音読する。
２絵巻の描写部分と対応させながら内容
を理解する。（手引き１）
３話のおもしろさについて考える。（手
引き２）

□図書館やインターネットで，古典の説
話等で法師が不思議な力を持ち発揮する
話を検索する。
□各話について要約したり，特徴を表に
まとめたりする。
□共通点等についてグループで話し合
い，発表する。

〇 〇 〇

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

古典探究国語

領域
評価規準

配当
時数

態知

新編古典探究　東京書籍　みるみる覚える古文単語３００+３０いいずな書店

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典探究

（　田中　)

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。

国語 古典探究 2

〇 4

徒然草【丹波に出雲といふ所あり】
【九月二十日のころ】
知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
カ
○活読むこと⑵ア

【丹波に出雲といふ所あり】
１主語を確認しながら，話のあらす
じを読み取る。
２聖海上人の言葉の変化に沿って，
その心情を読み取る。（手引き１）
３この話のおもしろさは，どういう
ところにあるか説明する。（手引き
２・３）
【九月二十日のころ】
１主語に注意しながら，話のあらす
じを読み取る。（手引き１）
２人物の行動を整理する。（手引き
１）
３作者の「その人」に対する評価を
まとめる。（手引き２・３）
４絵の違いを見つけ，その違いにつ
いて考えたことを話し合う。（言語
活動）

〇 〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］
・進んで各章段の構成や展開，内容を的確に捉え，学習課
題に沿って作者のものの見方，感じ方，考え方を読み取ろ
うとしている。

〇 〇 〇 6

2

１
学
期

『徒然草』と『玉勝間』を読み比べ
る
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴エ，カ，ク
○活読むこと⑵イ

１「花」や「月」における見解の違いを
読み取りまとめる。（課題１）
２「恋」における見解の違いを読み取り
まとめる。（課題２）

□隠者文学としての『徒然草』の内容と
文学的位置について理解する。

〇 〇 〇

読む
〔言語〕『徒然草』と『玉勝間』を読み比べる
Ｐ26
１時間 ［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，イ
［思判表］読むこと⑴エ，カ，ク
○活読むこと⑵イ ・随筆を読み比べ，作者の考え方の違い
について考察する。 １「花」や「月」における見解の違い
を読み取りまとめる。（課題１）
２「恋」における見解の違いを読み取りまとめる。（課題
２）

〇 〇



［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで表現の特色に注意しながら作品の内容を解釈
し，学習課題に沿って『方丈記』で描かれる「無常観」に
ついて考えようとしている。

〇 〇 〇 8

〇 〇 10〇 〇 〇

〇 〇 〇 6〇

方丈記
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
カ

〇 〇

小話―四編【蛇足】【断腸
［知技］⑴ア，イ／⑵ア，イ，ウ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
キ
　○活読むこと⑵ア

［知技］⑴ア，イ／⑵ア，エ
［思判表］読むこと⑴ウ，エ

唐詩―八首
［知技］⑴ア，イ，エ／⑵ア，エ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，エ，
カ

〇

【蛇足】
１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き
下し，現代語訳する。（手引き１）
３「為ス二蛇ノ足ヲ者」が酒を失っ
た理由を考える。
４「蛇足」などの故事成語の意味や
使い方を辞書で確認する。（手引き
２・３）
【断腸】
１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き
下し，現代語訳する。
３桓公が「猿ノ子」を得た者を罷免
した理由を考える。（手引き１）
４「断腸」という故事成語の意味や
使い方を辞書で確認する。（手引き
２）
【知音】
１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き
下し，現代語訳する。
３伯牙と鍾子期の関係を読み取る。
（手引き１）
４「知音」という故事成語の意味や
使い方を辞書で確認する。（手引き
２）
【畏饅頭】
１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き
下し，現代語訳する。（手引き１）
３「窮書生」が饅頭を食べるために
考えた計略について確認する。（手
引き２）
４この話のおもしろさがどのような
点にあるのか話し合う。（手引き
３）

□本単元の教材をもとにして生まれ
た故事成語や落語などについて知
り，日本におけるさまざまな漢文受
容について考える。（言語活動）
【宿建徳江】【勧酒】【静夜思】
１それぞれの作者について理解す
る。
２詩を声に出して読む。（手引き
１）
３それぞれの詩の内容を捉える。
４唐詩の詩形，押韻，対句の表現に
ついて考える。（手引き３）
５正確な現代語訳をする。
６繰り返し朗読して唐詩の調べを理
解し，暗唱する。（手引き１）
７訳詩を試みる。 〇 〇

□『方丈記』の内容と作者，時代背
景についてまとめる。

【ゆく河の流れ】
１全文を繰り返し音読し，その構成
と内容を捉える。
２「人」と「栖」と，「ゆく河の流
れ」と「淀みに浮かぶうたかた」と
の類似点について考える。（手引き
１）
３「無常を争ふさま」とはどのよう
なことかを踏まえて，『方丈記』で
描かれる「無常観」について考え
る。（手引き２）

□作品の現代的意義について考え
る。

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成
り立ちにもたらした影響について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，関心をもった事柄に関連する
様々な古典の作品や文章などを基に，自分のものの見方，
感じ方，考え方を深めている。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を多面的・多
角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化
について自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで漢文の読み方を確認し，学習課題に沿って，
故事成語の成り立ちとその意義や，漢文の受容について考
えようとしている。

〇

知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学習課題に
沿って，言語感覚や想像力を豊かにしようとしている。

竹取物語
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，エ，
カ

□昔話としての「かぐや姫」について発
表する。
□作品全体についての解説を聞き，概略
を理解する。
□「なよ竹のかぐや姫」を音読し，古文
のリズムを味わう。また，大まかな内容
を理解する。
□かぐや姫の誕生についてどのように描
かれているか確認し，作品の伝奇的特質
について話し合う。
□伝奇的特質に注目して，昔話などの話
型を確認する。

【天の羽衣】
１全文を通読し，概略を捉える。
２かぐや姫の言動に注目し，その人物像
について考える。（手引き１）
３「天の羽衣」は，かぐや姫にどのよう
な変化をもたらしたか，考える。（手引
き２）
４古文の窓１「羽衣伝説」を読み，知識
を広げる。
【富士の山】
１全文を通読し，概略を捉える。
２帝の心情と行動について考える。（手
引き１）
３「富士の山」の名前のいわれについ
て，本文の内容をまとめる。（手引き
２）

〇 〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで作り物語の内容を叙述に即して読み取り，学
習課題に沿って物語に表れた人々の思いを捉えようとして
いる。

8

２
学
期



4〇 〇 〇〇 〇 〇

8

３
学
期

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで近世小説のリズムや表現を味わい，学習課題
に沿って近世小説に描かれた人々の生活や人物像を読み取
ろうとしている。

合計

70

小倉百人一首の世界『小倉百人一
首』より
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ，エ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
カ，ク

〇 〇 〇 〇 〇 〇 6

 □『小倉百人一首』の中で知っている
歌を挙げ，その意味を確認する。
□『小倉百人一首』の成立について，簡
単な経緯を知る。
１「君がため…」の歌について,筆者が
「視覚」「心情」それぞれの面からどの
ように評価しているかを確認する。（手
引き１①）
２「ちはやぶる…」の歌について，どの
ような情景を詠んだと考えられるかを確
認する。（手引き１②）
３「わが袖は…」の歌について，「沖の
石」のどのような状態を，どのような心
情にたとえたのかを確認する。（手引き
１③）
４「めぐりあひて…」の歌について，月
のどのような様子を，幼友達のどのよう
な様子にたとえたのかを確認する。（手
引き１④）
５教科書に鑑賞文が掲載された歌以外の
和歌を鑑賞する。（言語活動）

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を多面的・多
角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化
について自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］
・進んで和歌を多面的・多角的な視点から評価し，学習課
題に沿って言語文化についての自分の考えを深めようとし

世間胸算用
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，エ，
カ

□井原西鶴とその作品，なかでも「町人
物」と呼ばれる作品について調べ，その
特色を知る。

【蛸売りの八助】
１「八助」の人物像と，商売の方法を読
み取る。（手引き１）
２「親仁」の言葉の比喩の意味を考え，
話の展開を確認する。（手引き２）
３話の結末を踏まえ，どのような教訓が
込められているのか考察する。（手引き
３）
４本文を音読し，文章のリズムを味わ
う。

□近世の文章の特色について考察する。
□小林一茶という作者や『おらが春』に
ついて調べ，大まかな知識を得る。

【幼子さと】
１段落ごとに，さとがどのように描かれ
ているか整理する。（手引き２）
２さとに対する作者の思いを，たとえの
表現から考える。（手引き１・２）
３本文に描かれた家族のありようから，
作者の人生観を読み取る。

□本文の表現や内容について，印象に
残った点をまとめる。
□全体の鑑賞を通して，時代を経ても変
わらない人間の心の機微について考えを
深める。

平家物語【壇の浦の合戦】
［知技］⑴ア，イ，ウ，エ／⑵ア，
イ
［思判表］読むこと⑴ア，イ，ウ，
カ
○活読むこと⑵エ

１全体の構成を意識しながら通読して，
あらすじをつかむ。
２第一段落と第二段落における，教経の
奮戦の様子を読み取る。
３教経がどのような人物として描かれて
いるか考える。（手引き１）
４第三段落の知盛の発言に着目し，知盛
がどのような人物として描かれている
か，教経と対比しながら考える。（手引
き１）
５最後の場面の描写からどのような感じ
を受けるか話し合う。（手引き２）

□「壇の浦の合戦」に描かれた，死に直
面する人物が何を考え，何を思っていた
のかをまとめる。
□激しい海上戦の状況や人物の心情を意
識して朗読する。（言語活動）
□『平家物語』から広がる文学・芸能の
諸相について考える。（古文の窓３）

〇 〇 〇

知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ,自分のもの
の見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］進んで軍記物語の表現の特徴について整理・理解し
つつ特徴を生かすよう工夫して朗読し，学習課題に沿って
描かれた人物像を読み取ろうとしている。

〇 〇 〇



年間授業計画　様式

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○

表現の特色について理解を深め、伝え合う目
的や場面、相手、手段に応じた適切な表現や言
葉遣いを使い分けている。

自分の考えが読み手に明確に伝わるように、表
現や構成を工夫して書いたり話したりしてい
る。また、様々な題材の小論文に取り組むこと
で、論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、実社会における他
者との多様な関わりの中で伝え合う力を高め、
自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

東京書籍　国語表現、　東京書籍　国語表現　ワークブック

国語

「話すこと・聞くこと」，「書く こと」，「読むこと」の各領域に おいて，生涯にわたる社会生活 におけ
る他者との関わりの中 で伝え合う力を高め，自分の思 いや考えを広げたり深めたり している。

言葉を通じて積極的に他者と 関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深め
ようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとして いる。

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・「表現とは何か」について考え
る。
・表現を体験する。

国語表現国語

領域
評価規準

配当
時数

態知

【学びに向かう力、人間性等】

言葉によって自分の考えを形成したり新しい考
えを生み出したりしようとしている。また、言
葉を通じて他者や社会と関わり自他の存在につ
いて理解を深めようとしている。さらに、現代
社会に関わる話題や問題に幅広く関心をもち、
社会人として，考えやものの見方を豊かにしよ
うとしている。

国語表現

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要 な国語について，その特質を理 解し適切に使っている。

国語 国語表現 2

○ ○ 14

表現とは何か
【知識及び技能】
⑴ウ、エ
【思考力、判断力、表現力等】
Ａ⑴ウ、エ、カ
Ｂ⑴ウ、カ

○ ○ ○

１
学
期

分かりやすく説明しよう
【知識及び技能】
⑴イ、ウ
【思考力、判断力、表現力等】
Ａ⑴ア、ウ、エ
Ｂ⑴カ

・情報を整理し、「相手」「内
容」「目的」「状況」に応じて分
かりやすく伝える方法を身につけ
る。
・学習を通して得られた「分かり
やすく説明する方法」を、日常生
活においても状況に応じて使える
ようにする。

○ ○

［知識・理解］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色について理
解を深め、伝えある目的や場面、相手、手段に応じた適切な
表現や言葉遣いを理解し、使い分けること。(1)-イ
・自分の思いや表現を多彩に表現するために必要な語句の力
を増し、話しや文章の中で使うことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにすること。(1)-ウ
【思考・判断・表現】
・目的や場に応じて、実社会の問題や自分にかかわる事柄の
中から話題を決め、他者との多少な交流を想定しながら情報
を収集、整理して、伝え合う内容を検討すること。Ａ(1)-ア
・自分の思いや考えが伝わるよう、具体例を効果的に配置す
るなど、話の構成や展開を工夫することＡ(1)-ウ
・相手の反応に応じて言葉を選んだり、場の状況に応じて資
料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の同意や共感が
得られるように表現を工夫すること、Ａ(1)-エ
・読み手に対して自分の思いや考えが効果的に伝わるように
書かれているかなど吟味して、文章全体を整えたり、読み手
からの助言などを踏まえて、自分の文章の特徴や課題を捉え
直したりすること。Ｂ(1)-カ

○○

［知識・理解］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句量を
増し、話や文章の中で使うことを通して、五感を磨き語彙を
豊かにすること。(1)-ウ
・実用的な文章などの種類や特徴、構成や展開の仕方などに
ついて理解を深めること。(1)-エ
【思考・判断・表現】
・自分の思いや考えが伝わるよう、具体的例を効果的に配置
するなど、話の構成や展開を工夫すること。Ａ(1)-ウ
・相手の反応に応じて言葉を選んだり、場の状況に応じて資
料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の同意や共感が
得られるように表現を工夫すること、Ａ(1)-エ
・視点を明確にして聞きながら、話の内容に対する共感を伝
えたり、相手の思いや考えを引き出したりする工夫をして、
自分の思いや考えを広げたり深めたりすること。Ａ(1)-カ
・読み手の共感が得られるよう、適切な具体例を効果的に配
置するなど、文章の構成や展開を工夫すること、Ｂ(1)-ウ
・読み手に対して自分の思いや考えが効果的に伝わるように
書かれているかなど吟味して、文章全体を整えたり、読み手
からの助言などを踏まえて、自分の文章の特徴や課題を捉え
直したりすること。Ｂ(1)-カ

○



○

知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働きがあること
を理解している。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量
を増し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応に応じて言
葉を選んだり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用い
たりするなど，相手の同意や共感が得られるように表現を工
夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確にして聞き
ながら，話の内容に対する共感を伝えたり，相手の思いや考
えを引き出したりする工夫をして，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりしている。
［主］即興で演じる活動を通じて，身体が表現することを積
極的に意識し，スピーチや発表などの際に効果的に伝えられ
るよう，今までの学習を生かして表現の仕方を改善しようと
している。

○ ○ ○ 14

２
学
期

「問い」を考えよう
知技］⑴ア，イ
［思判表］話すこと・聞くこと⑴
ア，エ，カ／書くこと⑴ウ，オ
○活話すこと・聞くこと⑵ウ
○活書くこと⑵カ

［知技］⑴イ，エ
［思判表］話すこと・聞くこと⑴
ウ，エ，カ／書くこと⑴ア，ウ，オ
○活話すこと・聞くこと⑵イ
○活書くこと⑵エ

［知技］⑴イ，エ
［思判表］書くこと⑴ア，ウ，オ
○活書くこと⑵エ

・問う力・質問力が自他の表現お
よび思考の質に大きく関わること
を認識し，その種類や機能を学
び，活用法を習得する。
・インタビューを実践すること
で，問い・質問のもつ力や意義，
その重要性を体験的に学習すると
ともに，インタビューを文章で再
現することで，構成力や表現力を
養う。

○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働きがあること
を理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色について理
解を深め，伝え合う目的や場面，相手，手段に応じた適切な
表現や言葉遣いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量
を増し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の仕方などに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に応じて，実
社会の問題や自分に関わる事柄の中から話題を決め，他者と
の多様な交流を想定しながら情報を収集，整理して，伝え合
う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張の合理性が
伝わるよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，相手の
反論を想定して論理の展開を考えるなど，話の展開や構成を
工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思いや考えが伝
わるよう，具体例を効果的に配置するなど，話の構成や展開
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応に応じて言
葉を選んだり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用い
たりするなど，相手の同意や共感が得られるように表現を工
夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確にして聞き
ながら，話の内容に対する共感を伝えたり，相手の思いや考
えを引き出したりする工夫をして，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の問
題や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め，情報の組
み合わせなどを工夫して，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られるよう，適
切な具体例を効果的に配置するなど，文章の構成や展開を工
夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確にし，根拠とな
る情報を基に的確に説明するなど，表現の仕方を工夫してい
る。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明確にし，事
象を的確に描写したり説明したりするなど，表現の仕方を工
夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の思いや考え
が効果的に伝わるように書かれているかなどを吟味して，文
章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分
の文章の特長や課題を捉え直したりしている。
［主］コミュニケーションや思考において「問う力」が重要
であることを粘り強く理解し，学習の見通しをもってインタ
ビューの企画，準備，実施，インタビュー記事の執筆活動に
臨もうとしている。

○ ○ ○ 14

身体で表現しよう
【知技】
⑴ア，ウ
【思判表】
話すこと・聞くこと⑴エ，カ

・自分の身体が表現しているもの
について考えを深める。
・演劇的な活動に取り組み，自分
の身体を効果的に使って表現する
スキルを身につける。

○

3
学
期

18

○○

「自分」を表現しよう
【知技】
⑴イ，ウ，エ
【思判表】
話すこと・聞くこと⑴ア，イ，ウ，
エ，オ／書くこと⑴ア，イ，ウ，
エ，カ
○活話すこと・聞くこと⑵ア

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色について理
解を深め，伝え合う目的や場面，相手，手段に応じた適切な
表現や言葉遣いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量
を増し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の仕方などに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に応じて，実
社会の問題や自分に関わる事柄の中から話題を決め，他者と
の多様な交流を想定しながら情報を収集，整理して，伝え合
う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張の合理性が
伝わるよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，相手の
反論を想定して論理の展開を考えるなど，話の展開や構成を
工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思いや考えが伝
わるよう，具体例を効果的に配置するなど，話の構成や展開
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応に応じて言
葉を選んだり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用い
たりするなど，相手の同意や共感が得られるように表現を工
夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確にして自分
の考えと比較しながら聞き，話の内容や構成，論理の展開，
表現の仕方を評価するとともに，聞き取った情報を吟味して
自分の考えを広げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，実社会の問
題や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め，情報の組
み合わせなどを工夫して，伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られるよう，適
切な根拠を効果的に用いるとともに，反論などを想定して，
論理の展開を考えるなど，文章の展開や構成を工夫してい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られるよう，適
切な具体例を効果的に配置するなど，文章の構成や展開を工
夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確にし，根拠とな
る情報を基に的確に説明するなど，表現の仕方を工夫してい
る。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の思いや考え
が効果的に伝わるように書かれているかなどを吟味して，文
章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分
の文章の特長や課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感をもって聞
いたり読んだりしてもらうために必要なことを粘り強く理解
し，今までの学習を生かして表現を改善しようとしている。
【知識・技能】
・参考文献の示し方や引用のルールを理解し、論文を執筆す
る際に適切に文献の引用を行っている。⑴エ
・小論文の構成を理解し、実際の文章作成において活用して
いる。⑴イ
【思考・判断・表現】
与えられた題材に対して自身の考えを整理し、相手に明確に
筋道立てて伝わるように書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自身の考えを、表記のきまりをまもったうえで積極的に言語
化しようとしている。

○ ○ ○

合計

70



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

問題１～１０
【知識及び技能】
　⑴言葉の特徴や使い方に関する事
項
【思考力、判断力、表現力等】
　A書くこと
　B読むこと

問題８～１９
【知識及び技能】
　⑴言葉の特徴や使い方に関する事
項
【思考力、判断力、表現力等】
　A書くこと
　B読むこと

・評論文・小説・随筆という文章の
種類の特徴を踏まえて文章を読解す
る。
・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文章
を調べる。
・小説において登場人物の心情を読
み取る。
・小説の主題を把握し、自分なりに
解釈を行う。

【知識・技能】
・常用漢字を文や文章の中で読んだり書いたり
している。
・評論や小説、随筆の表現の特色を踏まえて、
読解している。
・自国の言語文化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理展
開を的確に把握し、自分なりに解釈を試みてい
る。
・様々な文章の表現に留意しながら、文章を構
成したり、展開したりしている。
・自分の考えが伝わるよう、自分の意見や立場
を明確にして発言したり、文章を書いたりして
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深ながら、言葉に
よる見方・考え方を用いて、他者と関わろうと
している。
・国語を尊重して、読む力・話す力・聞く力の
向上に向けて、知識を習得したり、活用したり
している。
【評価の方法】
ワークの確認、知識事項の小テスト

定期考査
〇

〇〇

〇 〇

合計
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・評論文・小説・随筆という文章の
種類の特徴を踏まえて文章を読解す
る。
・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文章
を調べる。
・小説において登場人物の心情を読
み取る。
・小説の主題を把握し、自分なりに
解釈を行う。

【知識・技能】
・常用漢字を文や文章の中で読んだり書いたり
している。
・評論や小説、随筆の表現の特色を踏まえて、
読解している。
・自国の言語文化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理展
開を的確に把握し、自分なりに解釈を試みてい
る。
・様々な文章の表現に留意しながら、文章を構
成したり、展開したりしている。
・自分の考えが伝わるよう、自分の意見や立場
を明確にして発言したり、文章を書いたりして
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深ながら、言葉に
よる見方・考え方を用いて、他者と関わろうと
している。
・国語を尊重して、読む力・話す力・聞く力の
向上に向けて、知識を習得したり、活用したり
している。
【評価の方法】
ワークの確認、知識事項の小テスト

1

21○○○

○ ○ ○ 25

○ ○ ○ 21〇 〇

1

1

【学びに向かう力、人間性等】

言葉によって自分の考えを形成したり新しい
考えを生み出したりしようとしている。ま
た、言葉を通じて他者や社会と関わり自他の
存在について理解を深めようとしている。さ
らに、現代社会に関わる話題や問題に幅広く
関心をもち，生涯にわたる読書習慣の基礎を
築き，社会人として，考えやものの見方を豊
かにしようとしている。

現代文演習標準α

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要 な国語について，その特質を理 解し適切に使っている。

国語 現代文演習標準α 2

態

国語

「話すこと・聞くこと」，「書く こと」，「読むこと」の各領域に おいて，生涯にわたる社会生活 におけ
る他者との関わりの中 で伝え合う力を高め，自分の思 いや考えを広げたり深めたり している。

言葉を通じて積極的に他者と 関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深め
ようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとして いる。

単元の具体的な指導目標
領域

評価規準 知

問題２０～２５
【知識及び技能】
　⑴言葉の特徴や使い方に関する事
項
【思考力、判断力、表現力等】
　A書くこと
　B読むこと

・評論文・小説・随筆という文章の
種類の特徴を踏まえて文章を読解す
る。
・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文章
を調べる。
・小説において登場人物の心情を読
み取る。
・小説の主題を把握し、自分なりに
解釈を行う。

○ ○

【知識・技能】
・常用漢字を文や文章の中で読んだり書いたり
している。
・評論や小説、随筆の表現の特色を踏まえて、
読解している。
・自国の言語文化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理展
開を的確に把握し、自分なりに解釈を試みてい
る。
・様々な文章の表現に留意しながら、文章を構
成したり、展開したりしている。
・自分の考えが伝わるよう、自分の意見や立場
を明確にして発言したり、文章を書いたりして
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深ながら、言葉に
よる見方・考え方を用いて、他者と関わろうと
している。
・国語を尊重して、読む力・話す力・聞く力の
向上に向けて、知識を習得したり、活用したり
している。
【評価の方法】
ワークの確認、知識事項の小テスト

〇 ○ ○

○ ○

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代文演習標準α国語

定期考査
〇

１
学
期

２
学
期

３
学
期

定期考査

他者と関わる現実の社会において必要な国語の
知識や技能について理解し，それを適切に使お
うとしている。

論理的に考えることに加え、章や資料を対象化し
て，その正誤や適否を吟味したり検討したりしなが
ら考えている。また、他者の考えと自分の考えを吟
味したり検討したりすることを通して，自分で新し
い考えを生み出そうとしている。さらに、状況や場
面に応じた他者との関わりの中で，必要な事柄を正
確に伝え，相手の意向を的確に捉えて解釈したり，
効果的に表現したりしている。

三訂版　学習のポイントが見えるよむナビ１現代文（いいずな書店）



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

問題１～１０、アライブ小テスト
【知識及び技能】
　⑴言葉の特徴や使い方に関する事
項
【思考力、判断力、表現力等】
　A書くこと
　B読むこと

問題８～１９、アライブ小テスト
【知識及び技能】
　⑴言葉の特徴や使い方に関する事
項
【思考力、判断力、表現力等】
　A書くこと
　B読むこと

・評論文・小説・随筆という文章の
種類の特徴を踏まえて文章を読解す
る。
・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文章
を調べる。
・小説において登場人物の心情を読
み取る。
・小説の主題を把握し、自分なりに
解釈を行う。

【知識・技能】
・常用漢字を文や文章の中で読んだり書いたり
している。
・評論や小説、随筆の表現の特色を踏まえて、
読解している。
・自国の言語文化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理展
開を的確に把握し、自分なりに解釈を試みてい
る。
・様々な文章の表現に留意しながら、文章を構
成したり、展開したりしている。
・自分の考えが伝わるよう、自分の意見や立場
を明確にして発言したり、文章を書いたりして
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深ながら、言葉に
よる見方・考え方を用いて、他者と関わろうと
している。
・国語を尊重して、読む力・話す力・聞く力の
向上に向けて、知識を習得したり、活用したり
している。
【評価の方法】
ワークの確認、知識事項の小テスト

定期考査
〇

〇〇

〇 〇

合計
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・評論文・小説・随筆という文章の
種類の特徴を踏まえて文章を読解す
る。
・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文章
を調べる。
・小説において登場人物の心情を読
み取る。
・小説の主題を把握し、自分なりに
解釈を行う。

【知識・技能】
・常用漢字を文や文章の中で読んだり書いたり
している。
・評論や小説、随筆の表現の特色を踏まえて、
読解している。
・自国の言語文化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理展
開を的確に把握し、自分なりに解釈を試みてい
る。
・様々な文章の表現に留意しながら、文章を構
成したり、展開したりしている。
・自分の考えが伝わるよう、自分の意見や立場
を明確にして発言したり、文章を書いたりして
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深ながら、言葉に
よる見方・考え方を用いて、他者と関わろうと
している。
・国語を尊重して、読む力・話す力・聞く力の
向上に向けて、知識を習得したり、活用したり
している。
【評価の方法】
ワークの確認、知識事項の小テスト

1

21○○○

○ ○ ○ 25

○ ○ ○ 21〇 〇

1

1

言葉によって自分の考えを形成したり新しい
考えを生み出したりしようとしている。ま
た、言葉を通じて他者や社会と関わり自他の
存在について理解を深めようとしている。さ
らに、現代社会に関わる話題や問題に幅広く
関心をもち，生涯にわたる読書習慣の基礎を
築き，社会人として，考えやものの見方を豊
かにしようとしている。

現代文演習標準β

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要 な国語について，その特質を理 解し適切に使っている。

国語 現代文演習標準β 2

態

国語

「話すこと・聞くこと」，「書く こと」，「読むこと」の各領域に おいて，生涯にわたる社会生活 におけ
る他者との関わりの中 で伝え合う力を高め，自分の思 いや考えを広げたり深めたり している。

言葉を通じて積極的に他者と 関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深め
ようとしているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとして いる。

単元の具体的な指導目標
領域

評価規準 知

三訂版　学習のポイントが見えるよむナビ必修編２現代文（いいずな書店）、アライブ国語常識（浜島書店））

指導項目・内容 思

○ ○

【知識・技能】
・常用漢字を文や文章の中で読んだり書いたり
している。
・評論や小説、随筆の表現の特色を踏まえて、
読解している。
・自国の言語文化について理解を深めている。
【思考力・判断力・表現力】
・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理展
開を的確に把握し、自分なりに解釈を試みてい
る。
・様々な文章の表現に留意しながら、文章を構
成したり、展開したりしている。
・自分の考えが伝わるよう、自分の意見や立場
を明確にして発言したり、文章を書いたりして
いる。
【学びに向かう力・人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深ながら、言葉に
よる見方・考え方を用いて、他者と関わろうと
している。
・国語を尊重して、読む力・話す力・聞く力の
向上に向けて、知識を習得したり、活用したり
している。
【評価の方法】
ワークの確認、知識事項の小テスト

〇 ○ ○

○ ○

現代文演習標準β国語

定期考査
〇

１
学
期

２
学
期

３
学
期

定期考査

他者と関わる現実の社会において必要な国語の
知識や技能について理解し，それを適切に使お
うとしている。

論理的に考えることに加え、章や資料を対象化し
て，その正誤や適否を吟味したり検討したりしなが
ら考えている。また、他者の考えと自分の考えを吟
味したり検討したりすることを通して，自分で新し
い考えを生み出そうとしている。さらに、状況や場
面に応じた他者との関わりの中で，必要な事柄を正
確に伝え，相手の意向を的確に捉えて解釈したり，
効果的に表現したりしている。

問題２０～２５、アライブ小テスト
【知識及び技能】
　⑴言葉の特徴や使い方に関する事
項
【思考力、判断力、表現力等】
　A書くこと
　B読むこと

・評論文・小説・随筆という文章の
種類の特徴を踏まえて文章を読解す
る。
・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文章
を調べる。
・小説において登場人物の心情を読
み取る。
・小説の主題を把握し、自分なりに
解釈を行う。

【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 2 学年 A 組～ G 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

6

○

1

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方
法について理解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・共進化についての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、具体と抽象の関係をとらえようとしている。

〇 〇

○

○

○

○

○

6

6

【学びに向かう力、人間性等】

言葉によって自分の考えを形成したり新しい考
えを生み出したりしようとしている。また、言
葉を通じて他者や社会と関わり自他の存在につ
いて理解を深めようとしている。さらに、現代
社会に関わる話題や問題に幅広く関心をもち，
生涯にわたる読書習慣の基礎を築き，社会人と
して，考えやものの見方を豊かにしようとして
いる。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要 な国語について，その特質を理 解し適切に使っている。

国語 論理国語

態

論理国語国語

領域
評価規準

他者と関わる現実の社会において必要な国語の知
識や技能について理解し，それを適切に使おうと
している。

論理的に考えることに加え、章や資料を対象化して，
その正誤や適否を吟味したり検討したりしながら考え
ている。また、他者の考えと自分の考えを吟味したり
検討したりすることを通して，自分で新しい考えを生
み出そうとしている。さらに、状況や場面に応じた他
者との関わりの中で，必要な事柄を正確に伝え，相手
の意向を的確に捉えて解釈したり，効果的に表現した
りしている。

大修館書店　新編論理国語

○ ○

【知識・技能】
・具体と抽象を示す語句や表現を理解し、文章を読む中で具
体と抽象の関係をとらえる助けとしている。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方
法について理解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、具体と抽象の関係に注目し、内容
や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体と抽象の関係を的確にとらえながら、筆者の主張を読
み取ろうとしている。

〇

〇

〇

〇

突然変異と進化の関係
【知・技】
(1)イ
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・具体と抽象の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

ウサギの耳はなぜ長い？
【知・技】
(1)イ
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・具体例の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しな
がら、筆者の主張を読み取る。

〇

【知識・技能】
・対比を示す語句や表現を理解し、文章を読む中で対比の関
係をとらえる助けとしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・対比の関係を的確にとらえながら、筆者の考えを読み取ろ
うとしている。

○ ○

〇

定期考査

米の種類と食文化
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・具体と抽象の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

〇

知の登山、知の水路
【知・技】
(1)エ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・「学ぶ」ことについての筆者の考
えを読み取る。
・これからの学習で取り組みたいこ
と、興味のあることについて考え
る。

・「論理」についての筆者の考えを
読み取る。
・筆者の主張をふまえ、これからの
学習に興味をもつ。

１
学
期

6

1

〇

知

○ ○

定期考査

【知識・技能】
・効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の
しかたについて理解を深めている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展開などを的
確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握している。
［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学ぶことについての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、自分の思いや考えを広げたり深めたりしようとしてい
る。

○

国語

「話すこと・聞くこと」，「書く こと」，「読むこと」の各領域に おいて，生涯にわたる社会生活 における他
者との関わりの中 で伝え合う力を高め，自分の思 いや考えを広げたり深めたり している。

言葉を通じて積極的に他者と 関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めよう
としているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとして いる。

5

「論理的な人」とはどういう人か
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の展開な
どを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論理についての筆者の考えを読み取ることに興味をもち、
論理的に考える力を伸ばそうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

２
学
期



合計
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6〇 〇 〇

6

1

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係を把握し、内
容や構成を的確にとらえている。[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費意識についての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、文章と資料の関係をとらえようとしている。

〇

6

○

○

〇

6

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論
拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、情報化社会についての
筆者の考えを読み取ろうとしている。

〇 〇

〇 〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論
拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、紙の本についての筆者
の考えを読み取ろうとしている。

〇〇

○

1

○

情報化と紙の本のゆくえ
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ウ

・異なる立場の文章を比べて読み、
考えを深める。
・具体例の役割や根拠に注意しなが
ら筆者の主張を読み取る。

紙の本はなくならない
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ウ

・異なる立場の文章を比べて読み、
考えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。

量の時代から質の時代へ
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)イ

・さまざまな統計資料を本文と関連
づけながら読む。
・統計資料と筆者の主張の関係を的
確にとらえる。

【知識・技能】
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文章を読み、対
比関係や論理展開をとらえる助けとしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確しながら要
旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・コミュニケーションについての筆者の考えを読み取ること
に興味をもち、対比の関係をとらえようとしている。

〇

・主張と根拠の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理
解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・主張と根拠の関係を的確にとらえながら、筆者の考えを読
み取ろうとしている。

○ ○

○

定期考査
〇 ○

「考える葦」であり続ける
【知・技】
(1)イ
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア・ウ

・筆者の主張と、それを支える根拠
の役割を的確にとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意し
ながら、要旨を把握する。

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理
解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論
拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル社会についての筆者の考えを読み取ることに興味

○

〇

対話の精神
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・対比の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しな
がら、筆者の主張を読み取る。

３
学
期

２
学
期

6

定期考査
〇 ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

定期考査 〇

文化としての科学
【知・技】
(1)イ
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語

思

プログレス現代文総演習基本編　いいずな書店　ほんものの力がつく現代語練習帳　いいずな書店

知

〇

〇

１

学

期

・文章の種類を把握し。それに合わせた解き方
を理解する。
・評論・小説等の特徴を踏まえたうえで問題を
解くことができた。

・論理的，批判的に考える力を伸ばすととも
に，創造的に考える力を養い，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

国語

・論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代文発展演習α

〇 〇

「混沌からの表現」山崎正和

〇 〇 〇

【学びに向かう力、人間性等】

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，
我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め
る。

現代文発展演習α

【 知　識　及　び　技　能 】・文章の種類を把握し。それに合わせた解き方を理解する。

国語 現代文発展演習α 2

〇

〇

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準

〇

〇

〇

〇 〇 〇 2

〇

〇〇〇

〇

〇

「ことばと文化」鈴木孝夫

〇 〇 2

「人間関係」加藤秀俊

〇 〇 〇

〇

態
配当
時数

１

学

期

「詩・ことば・人間」
大岡信

・評論文・小説・随筆という文章
の種類の特徴を踏まえて文章を読

解する。
・基本的な論理構成について理解

し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書

く。
・語彙力を増やすよう、自分で語

の意味を調べる。

〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 2

「食卓のエッセイ」山内美郷

〇 〇 2

「本の読み方」平野啓一郎 ・小説において登場人物の心情を
読み取る。
・小説の主題を把握し、自分なり
に解釈を行う。

〇 〇 2

「雨傘」川端康成 ・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で語
の意味を調べる。

〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 2

2

「動物の言い分　人間の言い分」日
高敏隆

〇 〇 〇 〇 〇 2

・評論文・小説・随筆という文章
の種類の特徴を踏まえて文章を読
解する。
・基本的な論理構成について理解
し、文章を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文
章を調べる。
・随筆における筆者の体験や主張
を読み解く

〇 〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

「その日」重松清

〇 〇 〇

〇 〇 3

期末考査

〇 〇 〇 1



３

学

期

２

学

期

〇

〇

〇 〇 〇

中間考査

「あたまの目」外山滋比古

「しきり」の文化論

〇 〇 〇

「ヒトは従属栄養生物である」加村
隆英

〇

1

〇 〇 〇 3

２

学

期

「一瞬の風になれ」佐藤多佳子 ・問題演習を通して、解法を身に
つける。
・基本的な論理構成について理解
し、文章を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で語
の意味を調べる。
・小論文の基本的な書き方を理解
する。
・実際に共通テストの過去問に取
り組み、自身の理解度と問題点を
洗い出す。

〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

「科学者と芸術家」寺田寅彦 ・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。

・馬場あき子という作者の背景を
理解し、読解を行う。

・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。

・接続詞の性質について理解す
る。

・登場人物の心情変化を把握す
る。

１

学

期

・評論文・小説・随筆という文章
の種類の特徴を踏まえて文章を読
解する。
・基本的な論理構成について理解
し、文章を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文
章を調べる。
・随筆における筆者の体験や主張
を読み解く

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

期末考査

〇 〇 〇 1

〇 〇 3

共通テスト演習

〇 〇 〇 〇 〇 2

〇 〇 3

「ひとはなぜ服を着るのか」鷲田清
一

〇 〇 〇 〇 〇 〇 3

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 〇 〇 3

「象のブランコ」工藤直子

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 3

「ビック・フットの大きな靴」干刈
あがた

〇 〇 〇 〇 〇 〇 3

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。
・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。
・国家・資本主義・個人について
理解を深める。

〇 〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 〇 〇 3

共通テスト演習

〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

期末考査

1

３

学

期

「日本のこころ、日本人のこころ」
山折哲雄

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。
・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。
・国家・資本主義・個人について
理解を深める。
・試験を想定し、時間を決めて集
中して問題に取り組む姿勢を養
う。
・小説、評論、随想の読み解き方
を理解する。

〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 〇 〇 3

「記号論への招待」池上嘉彦

〇 〇 〇 〇 〇 3



３

学

期

３

学

期

「速度礼賛から時の成熟へ」黒崎政
男

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。
・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。
・歴史と文学・科学者について理
解を深める。
・実際に共通テストの過去問に取
り組み、実践を行う。

〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理

解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理

解を深めている。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが

ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・

多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び

付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や

読書経験と関連付けて考えられる。

〇 〇

「独楽」俵万智

〇 〇 〇 〇

学年末考査

〇 4

「詩の中の風景」石垣りん

〇 〇 〇 〇 〇 4

〇 4

共通テスト演習

〇 〇 〇 2

合計

70

1



年間授業計画　様式

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇〇

『裸の王様』開高健

〇 2

『ひとり遊び』河野裕子

〇 〇 〇 〇 〇 2

『「正義」』久石譲 ・評論文・小説・随筆という文章
の種類の特徴を踏まえて文章を読
解する。
・基本的な論理構成について理解
し、文章を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で文
章を調べる。
・随筆における筆者の体験や主張
を読み解く

〇 〇 〇

期末考査

〇

2〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 1

〇

〇 〇

・基本的な論理構成について理解
し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で語
の意味を調べる。

〇 〇

2〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

3〇 〇

〇

〇〇

〇

〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇

「『本当の自分』の現象学」山竹伸
二

〇

「日本のデザイン」
原研哉

〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

・評論文・小説・随筆という文章
の種類の特徴を踏まえて文章を読

解する。
・基本的な論理構成について理解

し、語句を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書

く。
・語彙力を増やすよう、自分で語

の意味を調べる。

・小説において登場人物の心情を
読み取る。
・小説の主題を把握し、自分なり
に解釈を行う。

・文章の種類を把握し。それに合わせた解き方
を理解する。
・評論・小説等の特徴を踏まえたうえで問題を
解くことができた。

・論理的，批判的に考える力を伸ばすととも
に，創造的に考える力を養い，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

国語

・論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深める。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代文発展演習β

〇 〇

〇

〇

『コミュニケーションという方法
論』大井玄

〇

〇 〇

『犀鳥』遠藤周作

〇 〇

現代文発展演習β

【 知　識　及　び　技　能 】・文章の種類を把握し。それに合わせた解き方を理解する。

国語 現代文発展演習β 2

国語

領域
評価規準

配当
時数

態知

プログレス現代文総演習発展編　いいずな書店　ほんものの力がつく現代語練習帳　いいずな書店

2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇 2

2

〇 2

【学びに向かう力、人間性等】

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，
我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め
る。

『科学は今どうなっているのか』池
内了

１

学

期

『感性は感動しない』椹木野衣

〇 〇 〇



合計

70

〇 2

・問題演習を通して、解法を身に
つける。
・基本的な論理構成について理解
し、文章を読解する。
・常用漢字程度の漢字を読み、書
く。
・語彙力を増やすよう、自分で語
の意味を調べる。
・小論文の基本的な書き方を理解
する。
・実際に共通テストの過去問に取
り組み、自身の理解度と問題点を
洗い出す。

〇 〇

〇 〇 〇 〇 3

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 〇

「異文化理解」青木保

〇

〇 3

『歌よみの眼』馬場あき子

『風味絶佳』山田詠美

〇 3

中間考査

1

『科学・技術の歴史のなかでの社
会』村上陽一郎

〇 〇 〇 〇 〇 4

学年末考査

1

共通テスト演習

「天地友情」
南木佳士

〇

〇

〇

〇

「ネーションとステートの間で」山
崎正和

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。
・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。
・国家・資本主義・個人について
理解を深める。

〇 〇 〇

共通テスト演習

〇 〇

〇

〇

〇 〇

「植物はなぜ動かないのか」
稲垣栄洋

〇 〇 〇 〇 〇 4

「中世的世界とは何だろうか」
網野善彦

〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

〇

〇

〇 〇 〇 3

〇 〇

〇 3

〇 〇 〇 3

〇 3

〇 3

3

２

学

期

期末考査

1

〇 〇 〇

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。

・馬場あき子という作者の背景を
理解し、読解を行う。

・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。

・接続詞の性質について理解す
る。

・登場人物の心情変化を把握す
る。

〇

『感覚の幽い風景』鷲田清一

〇 〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇

『汚点』井上ひさし

〇

「キャベツ人形の資本主義」
岩井克人

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

「ネーションとステートの間で」山
崎正和

〇 〇 〇 〇

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

〇 〇

〇 〇

３

学

期

共通テスト演習

〇 〇 〇 2

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。
・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。
・国家・資本主義・個人について
理解を深める。
・試験を想定し、時間を決めて集
中して問題に取り組む姿勢を養
う。
・小説、評論、随想の読み解き方
を理解する。

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理
解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが
ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・
多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び
付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や
読書経験と関連付けて考えられる。

［知技］
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必
要な語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感

を磨き語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理

解を深めている。
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用について理

解を深めている。
［思判表］

・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，内容や
構成，論理の展開などを的確に捉え，論点を明確にしなが

ら要旨を把握している。
・「読むこと」において，文章の構成や論理の展開，表現
の仕方について，書き手の意図との関係において多面的・

多角的な視点から評価している。
・「読むこと」において，人間，社会，自然などについ
て，文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び

付けて，新たな観点から自分の考えを深めている。
［主］粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者の思
考の筋道をつかみ，今までの学習を生かして自己の知識や

読書経験と関連付けて考えられる。

・問題演習で解法を用いながら読
解することができる。
・常用漢字を文章で使ったり、読
んだりすることができる。
・歴史と文学・科学者について理
解を深める。
・実際に共通テストの過去問に取
り組み、実践を行う。

〇 3

〇 〇 〇 4

「伝統・創造」梅原猛

〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：

対象学年組：第 ３ 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

＜第１時＞
フロントページ
１　単元冒頭のリード文（教科書Ｐ．
66）を読み，面接・自己ＰＲのポイン
トを確認する。
２　ジョハリの窓について説明を聞
く。
３　ワークシートを使用して，グルー
プでジョハリの窓に取り組む。
４　自分が認識している自分と，他人
から見た自分とにはズレがあることを
確認する。
＜第２時＞
ステップ❶自分のことをよく知る
１　リフレーミングの説明と例（教科
書Ｐ．68）を読み，短所をリフレーミ
ングすることで自分のアピールポイン
トを探すことを確認する。
２　ワークシートを使って，ペアでリ
フレーミングに取り組む。終わったら
ペアを変えて繰り返す。
３　何事も見方を変えることで別の側
面が見えてくることを確認する。
＜第３～４時＞
１　「問い」で自己分析をするやり方
（教科書Ｐ．69）を読んで，自分の魅
力探しをすることを確認する。
２　まずは自問自答して，「問い」へ
の答えを書いてみる。
３　ペアを作って，お互いが相手に
「問い」を投げかけ，答えを言う。聞
き手が説明に納得できるか評価する。
４　代表者がクラスの前に出て発表す
る。
５　自分の進路や生き方を考えるには
自己分析が重要であることを確認す
る。
＜第５～６時＞
ステップ❷相手のことをよく知る
１　教科書Ｐ．70を読んで，就職や進
学を希望する企業や学校の情報を集め
る必要があることを確認する。
２　志望する企業や学校を探すため，
自分のやりたいことや興味のあること
をワークシートに記入する。
３　情報収集のやり方・注意点につい
て説明を聞く。
４　実際に情報収集をして，調べたこ
とをまとめる。
５　今後も志望先が見つかれば自分で
情報収集することを確認する。
＜第７～８時＞
ステップ❸相手に魅力が伝わるように
表現する
１　教科書Ｐ．70～71を読んで，企
業・学校と自分のマッチングが重要で
あることを確認する。
２　志望する企業・学校の「求める人
材像」と自分の共通点（＝アピールポ
イント）を探し，ワークシートにまと
める。できれば複数作成する。
３　ペアになって自己ＰＲを行い，互
いに評価する。
４　志望先に合わせてアピールポイン
トを変える必要があることを確認す
る。
＜第９～10時＞
１　教科書Ｐ．72～75を読んで，就職
や総合型・学校推薦型選抜ではそれぞ
れどのような書類を作成するのか確認
する。
２　志望の動機（志望理由）の書き方
について説明を聞く。
３　志望の動機（志望理由）を文章の
形で書く。ペアで内容を確認する。
４　志望の動機（志望理由）を含め
て，提出書類を作成する。
５　志望先によって書類を書き分ける
必要があることを確認する。
＜第11時＞
ステップ❹面接の準備をする
１　教科書Ｐ．76を読んで，面接のマ
ナーを確認する。
２　面接のマナーや注意点について説
明を聞く（映像DVD-ROMの活用を推
奨）。
３　ノックや着席の動作などを実際に
行う。
４　模擬面接につながる練習であるこ
とを確認する。
＜第12～13時＞
１　教科書Ｐ．77を読んで，模擬面接
のやり方を確認する。
２　「志望動機」「自己ＰＲ」を口頭
で述べる際の注意点について説明を聞
く（映像DVD-ROMの活用を推奨）。
３　グループで模擬面接を行う。面接
官役，志願者役を決めて，交替で行
う。他の人は評価をする。交替時，
フィードバックを行う。
４　人物設定を取り入れた模擬面接を
行い，その効果をグループで話し合
う。
５　面接のポイント，注意点について
確認する。
＜第14～15時＞
１　教科書Ｐ．78～79を読んで，さま
ざまな面接の形式があることを確認す
る。
２　面接形式ごとの特徴や注意点につ
いて説明を聞く（映像DVD-ROMの活用
を推奨）。
３　面接形式に応じた対策の仕方を確
認する。
＜第16時＞
表現の窓「人前で表現するのが苦手な
あなたへ」
１　教科書Ｐ．80～81を読んで，本文
の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「表現すること」の意味について
グループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

＊この教材には，面接指導用の映像
DVD-ROMと，関連するデジタルコンテ
ンツが用意されているので，適宜利用
するとよい。

○ ○ ○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感
をもって聞いたり読んだりしてもらうために必要
なことを粘り強く理解し，今までの学習を生かし
て表現を改善しようとしている。

国語

【 知　識　及　び　技　能 】

国語表現

【知識及び技能】

東京書籍　国語表現、　東京書籍　国語表現　ワークブック

指導項目・内容
領域

単元の具体的な指導目標

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，実社会における他者との多様な関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし，実社会における他者との多
様な関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

評価規準

国語
国語 国語表現 2

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

「自分」を表現しよう

・自己分析を行い，第三者の意見も踏
まえて，客観的に「自分」を把握す
る。
・志望理由書・履歴書の作成，模擬面
接などで，相手に伝わるように「自
分」を表現する。



＜第１時＞
フロントページ
１　単元冒頭のリード文（教科書Ｐ．
66）を読み，面接・自己ＰＲのポイン
トを確認する。
２　ジョハリの窓について説明を聞
く。
３　ワークシートを使用して，グルー
プでジョハリの窓に取り組む。
４　自分が認識している自分と，他人
から見た自分とにはズレがあることを
確認する。
＜第２時＞
ステップ❶自分のことをよく知る
１　リフレーミングの説明と例（教科
書Ｐ．68）を読み，短所をリフレーミ
ングすることで自分のアピールポイン
トを探すことを確認する。
２　ワークシートを使って，ペアでリ
フレーミングに取り組む。終わったら
ペアを変えて繰り返す。
３　何事も見方を変えることで別の側
面が見えてくることを確認する。
＜第３～４時＞
１　「問い」で自己分析をするやり方
（教科書Ｐ．69）を読んで，自分の魅
力探しをすることを確認する。
２　まずは自問自答して，「問い」へ
の答えを書いてみる。
３　ペアを作って，お互いが相手に
「問い」を投げかけ，答えを言う。聞
き手が説明に納得できるか評価する。
４　代表者がクラスの前に出て発表す
る。
５　自分の進路や生き方を考えるには
自己分析が重要であることを確認す
る。
＜第５～６時＞
ステップ❷相手のことをよく知る
１　教科書Ｐ．70を読んで，就職や進
学を希望する企業や学校の情報を集め
る必要があることを確認する。
２　志望する企業や学校を探すため，
自分のやりたいことや興味のあること
をワークシートに記入する。
３　情報収集のやり方・注意点につい
て説明を聞く。
４　実際に情報収集をして，調べたこ
とをまとめる。
５　今後も志望先が見つかれば自分で
情報収集することを確認する。
＜第７～８時＞
ステップ❸相手に魅力が伝わるように
表現する
１　教科書Ｐ．70～71を読んで，企
業・学校と自分のマッチングが重要で
あることを確認する。
２　志望する企業・学校の「求める人
材像」と自分の共通点（＝アピールポ
イント）を探し，ワークシートにまと
める。できれば複数作成する。
３　ペアになって自己ＰＲを行い，互
いに評価する。
４　志望先に合わせてアピールポイン
トを変える必要があることを確認す
る。
＜第９～10時＞
１　教科書Ｐ．72～75を読んで，就職
や総合型・学校推薦型選抜ではそれぞ
れどのような書類を作成するのか確認
する。
２　志望の動機（志望理由）の書き方
について説明を聞く。
３　志望の動機（志望理由）を文章の
形で書く。ペアで内容を確認する。
４　志望の動機（志望理由）を含め
て，提出書類を作成する。
５　志望先によって書類を書き分ける
必要があることを確認する。
＜第11時＞
ステップ❹面接の準備をする
１　教科書Ｐ．76を読んで，面接のマ
ナーを確認する。
２　面接のマナーや注意点について説
明を聞く（映像DVD-ROMの活用を推
奨）。
３　ノックや着席の動作などを実際に
行う。
４　模擬面接につながる練習であるこ
とを確認する。
＜第12～13時＞
１　教科書Ｐ．77を読んで，模擬面接
のやり方を確認する。
２　「志望動機」「自己ＰＲ」を口頭
で述べる際の注意点について説明を聞
く（映像DVD-ROMの活用を推奨）。
３　グループで模擬面接を行う。面接
官役，志願者役を決めて，交替で行
う。他の人は評価をする。交替時，
フィードバックを行う。
４　人物設定を取り入れた模擬面接を
行い，その効果をグループで話し合
う。
５　面接のポイント，注意点について
確認する。
＜第14～15時＞
１　教科書Ｐ．78～79を読んで，さま
ざまな面接の形式があることを確認す
る。
２　面接形式ごとの特徴や注意点につ
いて説明を聞く（映像DVD-ROMの活用
を推奨）。
３　面接形式に応じた対策の仕方を確
認する。
＜第16時＞
表現の窓「人前で表現するのが苦手な
あなたへ」
１　教科書Ｐ．80～81を読んで，本文
の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「表現すること」の意味について
グループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

＊この教材には，面接指導用の映像
DVD-ROMと，関連するデジタルコンテ
ンツが用意されているので，適宜利用
するとよい。

○ ○ ○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感
をもって聞いたり読んだりしてもらうために必要
なことを粘り強く理解し，今までの学習を生かし
て表現を改善しようとしている。

「自分」を表現しよう

・自己分析を行い，第三者の意見も踏
まえて，客観的に「自分」を把握す
る。
・志望理由書・履歴書の作成，模擬面
接などで，相手に伝わるように「自
分」を表現する。



＜第１時＞
フロントページ
１　単元冒頭のリード文（教科書Ｐ．
82）を読み，小論文のポイントを確認
する。
２　主張には根拠が必要であることを
確認する。
３　ワークシートを使用して，グルー
プで「小論文の主張と根拠」に取り組
む。
４　説得力のある根拠とはどのような
ものか，小論文にふさわしい表現の形
とはどのようなものかを確認する。
＜第２時＞
小論文のタイプ
１　小論文にはさまざまなタイプ（出
題形式）があること，試験では時間配
分と制限字数に注意することを確認す
る。
２　教科書Ｐ．84～85の「小論文のタ
イプ」を読み，テーマ型，課題文型，
データ分析型，自己ＰＲ型，それぞれ
の特徴を理解する。
３　教科書Ｐ．84下段の「試験本番で
の取り組み方」を読み，時間配分の目
安や文字数の目安を確認する。
４　教科書Ｐ．85下段の「小論文の
テーマの例」を読み，どのようなテー
マが出題されるのかを確認する。
５　小論文では現代的な課題について
問われるので，日頃から新聞や本を読
むことが大切であることを確認する。
＜第３～８時＞
Ａ　テーマ型小論文
ステップ❶　自分の考えを掘り下げ，
主張としてまとめる
１　教科書Ｐ．86を読んで，テーマ型
小論文では，与えられたテーマについ
て「自問自答」をしながら，考えを述
べることを確認する。
２　ワークシートを使用して，「問
い」を立てる練習をする。教科書Ｐ．
87を参考に，マッピングも実践してみ
る。
３　ワークシートを使用し，問題提起
と主張をそれぞれ一文で表す。
ステップ❷　根拠を挙げ，反論で補強
する
４　教科書Ｐ．88～90を読む。ワーク
シートを使用して，根拠を挙げ，反論
で補強するペアワークをする。
ステップ❸　構成メモを作る
５　教科書Ｐ．91の「構成メモの例」
を読む。ワークシートを使用して，構
成メモを作る。ペアワークで確認す
る。
ステップ❹　執筆・推敲する
６　教科書Ｐ．92～93の「小論文完成
例」と下段の「ポイント」を読む。
ワークシートを使用して，推敲の練習
をする。
７　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
８　小論文の評価について学び，ペア
ワークで評価し合う。
９　テーマ型小論文作成の流れを振り
返って確認する。
＜第９～12時＞
Ｂ　課題文型小論文
１　課題文型小論文では，課題文の主
旨を踏まえて，自分の考えを述べるこ
とを確認する。
２　課題文（教科書Ｐ．98）を読み，
内容を確認する。
３　ワークシートを使用して，課題文
の要旨をまとめ，論点を挙げる。教科
書Ｐ．99を読んで確認する。
４　論点に関する具体例を挙げる。
５　教科書Ｐ．100～101の「小論文完
成例」を読み，構成を参考にする。構
成メモを作り，ペアワークで確認す
る。
６　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
７　小論文の評価を行う。
８　課題文型小論文作成の流れを振り
返って確認する。
＜第13～16時＞
Ｃ　データ分析型小論文
１　教科書Ｐ．102下段を読んで，
データ分析型小論文では，グラフや表
を踏まえて自分の考えを述べることを
確認する。
２　図表の読み取り方について学習す
る。
３　図１～図３（教科書Ｐ．102～
103）の読み取りをする。
４　教科書Ｐ．104を読んで，三つの
図表を合わせて考えることを確認す
る。グループを作り，図１～図３から
何が論点となるかを話し合う。
５　教科書Ｐ．105の「小論文完成
例」を読む。構成メモを作成する。
６　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
７　小論文の評価を行う。
８　データ分析型小論文作成の流れを
振り返って確認する。
＜第17～18時＞
Ｄ　自己ＰＲ型小論文
１　教科書Ｐ．106を読んで，自己Ｐ
Ｒ型小論文では，経験や実績などを具
体例として挙げながら，自分の長所や
思いを述べることを確認する。
２　自分の長所を複数挙げ，それを表
すエピソードを探す。
３　教科書Ｐ．107の「小論文完成
例」を読み，構成を確認する。
４　構成メモを作成し，ペアで確認す
る。
５　小論文を執筆・推敲する。
６　小論文の評価を行う。
７　自己ＰＲ型小論文作成の流れを振
り返って確認する。
＜第19～20時＞
表現の窓「リンクを張る能力の鍛え
方」
１　教科書Ｐ．110～111を読んで，本
文の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「リンクを張る能力」についてグ
ループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

２
学
期

論理的な文章を書こう

スキルアップ
……文章修正ワーク

スキルアップ
……パラグラフ・ライティング

・小論文を書くことを通して，与えら
れたテーマに対して自分の考えを明確
にする力と，論理的で説得力のある文
章を書く力を身につける。
・現代社会のトピックに対して，問題
発見・課題分析を行い，問題解決能力
を養う。

＜第１時＞
フロントページ
１　単元冒頭のリード文（教科書Ｐ．
66）を読み，面接・自己ＰＲのポイン
トを確認する。
２　ジョハリの窓について説明を聞
く。
３　ワークシートを使用して，グルー
プでジョハリの窓に取り組む。
４　自分が認識している自分と，他人
から見た自分とにはズレがあることを
確認する。
＜第２時＞
ステップ❶自分のことをよく知る
１　リフレーミングの説明と例（教科
書Ｐ．68）を読み，短所をリフレーミ
ングすることで自分のアピールポイン
トを探すことを確認する。
２　ワークシートを使って，ペアでリ
フレーミングに取り組む。終わったら
ペアを変えて繰り返す。
３　何事も見方を変えることで別の側
面が見えてくることを確認する。
＜第３～４時＞
１　「問い」で自己分析をするやり方
（教科書Ｐ．69）を読んで，自分の魅
力探しをすることを確認する。
２　まずは自問自答して，「問い」へ
の答えを書いてみる。
３　ペアを作って，お互いが相手に
「問い」を投げかけ，答えを言う。聞
き手が説明に納得できるか評価する。
４　代表者がクラスの前に出て発表す
る。
５　自分の進路や生き方を考えるには
自己分析が重要であることを確認す
る。
＜第５～６時＞
ステップ❷相手のことをよく知る
１　教科書Ｐ．70を読んで，就職や進
学を希望する企業や学校の情報を集め
る必要があることを確認する。
２　志望する企業や学校を探すため，
自分のやりたいことや興味のあること
をワークシートに記入する。
３　情報収集のやり方・注意点につい
て説明を聞く。
４　実際に情報収集をして，調べたこ
とをまとめる。
５　今後も志望先が見つかれば自分で
情報収集することを確認する。
＜第７～８時＞
ステップ❸相手に魅力が伝わるように
表現する
１　教科書Ｐ．70～71を読んで，企
業・学校と自分のマッチングが重要で
あることを確認する。
２　志望する企業・学校の「求める人
材像」と自分の共通点（＝アピールポ
イント）を探し，ワークシートにまと
める。できれば複数作成する。
３　ペアになって自己ＰＲを行い，互
いに評価する。
４　志望先に合わせてアピールポイン
トを変える必要があることを確認す
る。
＜第９～10時＞
１　教科書Ｐ．72～75を読んで，就職
や総合型・学校推薦型選抜ではそれぞ
れどのような書類を作成するのか確認
する。
２　志望の動機（志望理由）の書き方
について説明を聞く。
３　志望の動機（志望理由）を文章の
形で書く。ペアで内容を確認する。
４　志望の動機（志望理由）を含め
て，提出書類を作成する。
５　志望先によって書類を書き分ける
必要があることを確認する。
＜第11時＞
ステップ❹面接の準備をする
１　教科書Ｐ．76を読んで，面接のマ
ナーを確認する。
２　面接のマナーや注意点について説
明を聞く（映像DVD-ROMの活用を推
奨）。
３　ノックや着席の動作などを実際に
行う。
４　模擬面接につながる練習であるこ
とを確認する。
＜第12～13時＞
１　教科書Ｐ．77を読んで，模擬面接
のやり方を確認する。
２　「志望動機」「自己ＰＲ」を口頭
で述べる際の注意点について説明を聞
く（映像DVD-ROMの活用を推奨）。
３　グループで模擬面接を行う。面接
官役，志願者役を決めて，交替で行
う。他の人は評価をする。交替時，
フィードバックを行う。
４　人物設定を取り入れた模擬面接を
行い，その効果をグループで話し合
う。
５　面接のポイント，注意点について
確認する。
＜第14～15時＞
１　教科書Ｐ．78～79を読んで，さま
ざまな面接の形式があることを確認す
る。
２　面接形式ごとの特徴や注意点につ
いて説明を聞く（映像DVD-ROMの活用
を推奨）。
３　面接形式に応じた対策の仕方を確
認する。
＜第16時＞
表現の窓「人前で表現するのが苦手な
あなたへ」
１　教科書Ｐ．80～81を読んで，本文
の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「表現すること」の意味について
グループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

＊この教材には，面接指導用の映像
DVD-ROMと，関連するデジタルコンテ
ンツが用意されているので，適宜利用
するとよい。

○ ○ ○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感
をもって聞いたり読んだりしてもらうために必要
なことを粘り強く理解し，今までの学習を生かし
て表現を改善しようとしている。

○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］小論文を書く活動を通じて，設問に応じて
主張を組み立て，根拠を明確にしながら論じるこ
とを粘り強く理解し，学習の見通しをもって自ら
の文章を改善しようとしている。

○

「自分」を表現しよう

・自己分析を行い，第三者の意見も踏
まえて，客観的に「自分」を把握す
る。
・志望理由書・履歴書の作成，模擬面
接などで，相手に伝わるように「自
分」を表現する。



＜第１時＞
フロントページ
１　単元冒頭のリード文（教科書Ｐ．
82）を読み，小論文のポイントを確認
する。
２　主張には根拠が必要であることを
確認する。
３　ワークシートを使用して，グルー
プで「小論文の主張と根拠」に取り組
む。
４　説得力のある根拠とはどのような
ものか，小論文にふさわしい表現の形
とはどのようなものかを確認する。
＜第２時＞
小論文のタイプ
１　小論文にはさまざまなタイプ（出
題形式）があること，試験では時間配
分と制限字数に注意することを確認す
る。
２　教科書Ｐ．84～85の「小論文のタ
イプ」を読み，テーマ型，課題文型，
データ分析型，自己ＰＲ型，それぞれ
の特徴を理解する。
３　教科書Ｐ．84下段の「試験本番で
の取り組み方」を読み，時間配分の目
安や文字数の目安を確認する。
４　教科書Ｐ．85下段の「小論文の
テーマの例」を読み，どのようなテー
マが出題されるのかを確認する。
５　小論文では現代的な課題について
問われるので，日頃から新聞や本を読
むことが大切であることを確認する。
＜第３～８時＞
Ａ　テーマ型小論文
ステップ❶　自分の考えを掘り下げ，
主張としてまとめる
１　教科書Ｐ．86を読んで，テーマ型
小論文では，与えられたテーマについ
て「自問自答」をしながら，考えを述
べることを確認する。
２　ワークシートを使用して，「問
い」を立てる練習をする。教科書Ｐ．
87を参考に，マッピングも実践してみ
る。
３　ワークシートを使用し，問題提起
と主張をそれぞれ一文で表す。
ステップ❷　根拠を挙げ，反論で補強
する
４　教科書Ｐ．88～90を読む。ワーク
シートを使用して，根拠を挙げ，反論
で補強するペアワークをする。
ステップ❸　構成メモを作る
５　教科書Ｐ．91の「構成メモの例」
を読む。ワークシートを使用して，構
成メモを作る。ペアワークで確認す
る。
ステップ❹　執筆・推敲する
６　教科書Ｐ．92～93の「小論文完成
例」と下段の「ポイント」を読む。
ワークシートを使用して，推敲の練習
をする。
７　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
８　小論文の評価について学び，ペア
ワークで評価し合う。
９　テーマ型小論文作成の流れを振り
返って確認する。
＜第９～12時＞
Ｂ　課題文型小論文
１　課題文型小論文では，課題文の主
旨を踏まえて，自分の考えを述べるこ
とを確認する。
２　課題文（教科書Ｐ．98）を読み，
内容を確認する。
３　ワークシートを使用して，課題文
の要旨をまとめ，論点を挙げる。教科
書Ｐ．99を読んで確認する。
４　論点に関する具体例を挙げる。
５　教科書Ｐ．100～101の「小論文完
成例」を読み，構成を参考にする。構
成メモを作り，ペアワークで確認す
る。
６　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
７　小論文の評価を行う。
８　課題文型小論文作成の流れを振り
返って確認する。
＜第13～16時＞
Ｃ　データ分析型小論文
１　教科書Ｐ．102下段を読んで，
データ分析型小論文では，グラフや表
を踏まえて自分の考えを述べることを
確認する。
２　図表の読み取り方について学習す
る。
３　図１～図３（教科書Ｐ．102～
103）の読み取りをする。
４　教科書Ｐ．104を読んで，三つの
図表を合わせて考えることを確認す
る。グループを作り，図１～図３から
何が論点となるかを話し合う。
５　教科書Ｐ．105の「小論文完成
例」を読む。構成メモを作成する。
６　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
７　小論文の評価を行う。
８　データ分析型小論文作成の流れを
振り返って確認する。
＜第17～18時＞
Ｄ　自己ＰＲ型小論文
１　教科書Ｐ．106を読んで，自己Ｐ
Ｒ型小論文では，経験や実績などを具
体例として挙げながら，自分の長所や
思いを述べることを確認する。
２　自分の長所を複数挙げ，それを表
すエピソードを探す。
３　教科書Ｐ．107の「小論文完成
例」を読み，構成を確認する。
４　構成メモを作成し，ペアで確認す
る。
５　小論文を執筆・推敲する。
６　小論文の評価を行う。
７　自己ＰＲ型小論文作成の流れを振
り返って確認する。
＜第19～20時＞
表現の窓「リンクを張る能力の鍛え
方」
１　教科書Ｐ．110～111を読んで，本
文の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「リンクを張る能力」についてグ
ループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

２
学
期

論理的な文章を書こう

スキルアップ
……文章修正ワーク

スキルアップ
……パラグラフ・ライティング

・小論文を書くことを通して，与えら
れたテーマに対して自分の考えを明確
にする力と，論理的で説得力のある文
章を書く力を身につける。
・現代社会のトピックに対して，問題
発見・課題分析を行い，問題解決能力
を養う。

○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］小論文を書く活動を通じて，設問に応じて
主張を組み立て，根拠を明確にしながら論じるこ
とを粘り強く理解し，学習の見通しをもって自ら
の文章を改善しようとしている。

○



＜第１時＞
フロントページ
１　単元冒頭のリード文（教科書Ｐ．
82）を読み，小論文のポイントを確認
する。
２　主張には根拠が必要であることを
確認する。
３　ワークシートを使用して，グルー
プで「小論文の主張と根拠」に取り組
む。
４　説得力のある根拠とはどのような
ものか，小論文にふさわしい表現の形
とはどのようなものかを確認する。
＜第２時＞
小論文のタイプ
１　小論文にはさまざまなタイプ（出
題形式）があること，試験では時間配
分と制限字数に注意することを確認す
る。
２　教科書Ｐ．84～85の「小論文のタ
イプ」を読み，テーマ型，課題文型，
データ分析型，自己ＰＲ型，それぞれ
の特徴を理解する。
３　教科書Ｐ．84下段の「試験本番で
の取り組み方」を読み，時間配分の目
安や文字数の目安を確認する。
４　教科書Ｐ．85下段の「小論文の
テーマの例」を読み，どのようなテー
マが出題されるのかを確認する。
５　小論文では現代的な課題について
問われるので，日頃から新聞や本を読
むことが大切であることを確認する。
＜第３～８時＞
Ａ　テーマ型小論文
ステップ❶　自分の考えを掘り下げ，
主張としてまとめる
１　教科書Ｐ．86を読んで，テーマ型
小論文では，与えられたテーマについ
て「自問自答」をしながら，考えを述
べることを確認する。
２　ワークシートを使用して，「問
い」を立てる練習をする。教科書Ｐ．
87を参考に，マッピングも実践してみ
る。
３　ワークシートを使用し，問題提起
と主張をそれぞれ一文で表す。
ステップ❷　根拠を挙げ，反論で補強
する
４　教科書Ｐ．88～90を読む。ワーク
シートを使用して，根拠を挙げ，反論
で補強するペアワークをする。
ステップ❸　構成メモを作る
５　教科書Ｐ．91の「構成メモの例」
を読む。ワークシートを使用して，構
成メモを作る。ペアワークで確認す
る。
ステップ❹　執筆・推敲する
６　教科書Ｐ．92～93の「小論文完成
例」と下段の「ポイント」を読む。
ワークシートを使用して，推敲の練習
をする。
７　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
８　小論文の評価について学び，ペア
ワークで評価し合う。
９　テーマ型小論文作成の流れを振り
返って確認する。
＜第９～12時＞
Ｂ　課題文型小論文
１　課題文型小論文では，課題文の主
旨を踏まえて，自分の考えを述べるこ
とを確認する。
２　課題文（教科書Ｐ．98）を読み，
内容を確認する。
３　ワークシートを使用して，課題文
の要旨をまとめ，論点を挙げる。教科
書Ｐ．99を読んで確認する。
４　論点に関する具体例を挙げる。
５　教科書Ｐ．100～101の「小論文完
成例」を読み，構成を参考にする。構
成メモを作り，ペアワークで確認す
る。
６　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
７　小論文の評価を行う。
８　課題文型小論文作成の流れを振り
返って確認する。
＜第13～16時＞
Ｃ　データ分析型小論文
１　教科書Ｐ．102下段を読んで，
データ分析型小論文では，グラフや表
を踏まえて自分の考えを述べることを
確認する。
２　図表の読み取り方について学習す
る。
３　図１～図３（教科書Ｐ．102～
103）の読み取りをする。
４　教科書Ｐ．104を読んで，三つの
図表を合わせて考えることを確認す
る。グループを作り，図１～図３から
何が論点となるかを話し合う。
５　教科書Ｐ．105の「小論文完成
例」を読む。構成メモを作成する。
６　ワークシートを使用して，小論文
を執筆・推敲する。
７　小論文の評価を行う。
８　データ分析型小論文作成の流れを
振り返って確認する。
＜第17～18時＞
Ｄ　自己ＰＲ型小論文
１　教科書Ｐ．106を読んで，自己Ｐ
Ｒ型小論文では，経験や実績などを具
体例として挙げながら，自分の長所や
思いを述べることを確認する。
２　自分の長所を複数挙げ，それを表
すエピソードを探す。
３　教科書Ｐ．107の「小論文完成
例」を読み，構成を確認する。
４　構成メモを作成し，ペアで確認す
る。
５　小論文を執筆・推敲する。
６　小論文の評価を行う。
７　自己ＰＲ型小論文作成の流れを振
り返って確認する。
＜第19～20時＞
表現の窓「リンクを張る能力の鍛え
方」
１　教科書Ｐ．110～111を読んで，本
文の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「リンクを張る能力」についてグ
ループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

２
学
期

論理的な文章を書こう

スキルアップ
……文章修正ワーク

スキルアップ
……パラグラフ・ライティング

・小論文を書くことを通して，与えら
れたテーマに対して自分の考えを明確
にする力と，論理的で説得力のある文
章を書く力を身につける。
・現代社会のトピックに対して，問題
発見・課題分析を行い，問題解決能力
を養う。

3
学
期

○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］小論文を書く活動を通じて，設問に応じて
主張を組み立て，根拠を明確にしながら論じるこ
とを粘り強く理解し，学習の見通しをもって自ら
の文章を改善しようとしている。

話し合う力をつけよう

・合意形成を目的とする話し合いの展
開パターンと，それを支えるファシリ
テーションの概念および基本的なスキ
ルを学ぶ。
・災害避難所でのコミュニケーション
における意見対立を描いた脚本をもと
に，協働的問題解決を目指す話し合い
をシミュレーションする。

＜第１時＞
フロントページ
１　話し合いの経験を振り返り，グ
ループもしくはクラスで共有する。
２　フロントページ（右ページ）を読
み，話し合う意義と目的，ファシリ
テーションの概念を確認する。
３　１で振り返った話し合いについ
て，「ウォーミングアップ」の図の○
Ａ・○Ｂに当てはまるものがあった
か，また，なぜそのような話し合いに
なったかを発表し合う。
４　話し合いの意義，目的，機能を押
さえ（カードやノートに書き出し），
次回からの学習展開を共有する。
＜第２時＞
話し合いの基本的な展開
１　教科書に示された「１共有→２拡
散→３収束・合意形成→４確認」を読
んで基本の流れを押さえる。
２　各教科や部活動，あるいは地域の
自治会などで実際に進行中もしくはこ
れから予定されている話し合いや会議
（「文化祭のクラス展示について」
「地域防災活動の活性化について」
「お盆休みの家族旅行について」な
ど）を例に，「１収束」から「４確
認」までのプロセスをシミュレーショ
ンする。
３　シミュレーション終了後に，出さ
れたファシリテーションのポイントを
クラス全体で確認する。
＜第３時＞
ファシリテーションの実践例を考える
１　被災地の避難所生活にまつわる知
識・情報を共有する。
２　教科書Ｐ．116～118のシナリオを
読む。
３　生じている問題について，意見の
対立を中心に把握し，その原因となっ
ている物理的現象および人物の言動を
洗い出す。
４　問題解決の方向性を，登場人物の
言動の面から探る。
５　ファシリテーションの意義と目的
を再確認する。
＜第４時＞
表現の窓「スポーツと同じように議論
にもルールがある」
１　スポーツのルールにまつわる知識
や体験を共有する。
２　教科書Ｐ．124～125の「表現の
窓」の文章を読み，要旨を捉える。
３　避難所の話し合いに必要な「ルー
ル」を考える。
４　３で考えたルールを今後のシナリ
オ作りの参考にすることを確認する。
＜第５時＞
表現の窓「同じ論拠から多様性を見い
だすには」
１　自分と他人とで「常識が違う」と
感じた体験を共有する。
２　教科書Ｐ．126～127の「表現の
窓」の文章を読み，要旨を捉える。
３　避難所の生活において，ぶつかり
合う「常識」を考える。
４　３で考えたことをを今後のシナリ
オ作りの参考にすることを確認する。
＜第６～７時＞
ファシリテーションの実践例を考える
１　教科書Ｐ．116～118のシナリオを
再読する。
２　グループに分かれて，教科書Ｐ．
117以降のシナリオについて，対立を
最小限にとどめ，合意形成のもと問題
解決に向かうものに書き換える。
３　発表時までにリハーサルをしてお
くことを指示する。
＜第８～９時＞
１　話し合いを演劇の形でシミュレー
ションすることのねらいと意義を確認
する。
２　グループごとに発表を行う。発表
後，意見・感想を交流する。
３　教科書Ｐ．114～115下段に掲載さ
れた「ファシリテーターの心得」を再
度読み，話し合いのメンバー一人一人
がファシリテーションを身につけて，
それを活用することが理想的であるこ
とを共有する。
＜第10時＞
いろいろな話し合い
１　話し合いや会議には（人間の知恵
や文化として）いろいろな形態がある
ことを，教科書の例を見ながら学習す
る。
２　パネルディスカッションやディ
ベート，ワールドカフェなどの体験を
問うたり，実際の様子が分かる動画を
視聴したりする。
３　単元全体のリフレクションを行
う。

＊この教材には，関連するデジタルコ
ンテンツが用意されているので，適宜
利用するとよい。

○ ○ ○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確
にして聞きながら，話の内容に対する共感を伝え
たり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫
をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組み，
今までの学習を生かして他者との交流を通して内
容への理解を深めたり，相手に伝わる表現を工夫
したりしようとしている。

○



3
学
期

話し合う力をつけよう

・合意形成を目的とする話し合いの展
開パターンと，それを支えるファシリ
テーションの概念および基本的なスキ
ルを学ぶ。
・災害避難所でのコミュニケーション
における意見対立を描いた脚本をもと
に，協働的問題解決を目指す話し合い
をシミュレーションする。

＜第１時＞
フロントページ
１　話し合いの経験を振り返り，グ
ループもしくはクラスで共有する。
２　フロントページ（右ページ）を読
み，話し合う意義と目的，ファシリ
テーションの概念を確認する。
３　１で振り返った話し合いについ
て，「ウォーミングアップ」の図の○
Ａ・○Ｂに当てはまるものがあった
か，また，なぜそのような話し合いに
なったかを発表し合う。
４　話し合いの意義，目的，機能を押
さえ（カードやノートに書き出し），
次回からの学習展開を共有する。
＜第２時＞
話し合いの基本的な展開
１　教科書に示された「１共有→２拡
散→３収束・合意形成→４確認」を読
んで基本の流れを押さえる。
２　各教科や部活動，あるいは地域の
自治会などで実際に進行中もしくはこ
れから予定されている話し合いや会議
（「文化祭のクラス展示について」
「地域防災活動の活性化について」
「お盆休みの家族旅行について」な
ど）を例に，「１収束」から「４確
認」までのプロセスをシミュレーショ
ンする。
３　シミュレーション終了後に，出さ
れたファシリテーションのポイントを
クラス全体で確認する。
＜第３時＞
ファシリテーションの実践例を考える
１　被災地の避難所生活にまつわる知
識・情報を共有する。
２　教科書Ｐ．116～118のシナリオを
読む。
３　生じている問題について，意見の
対立を中心に把握し，その原因となっ
ている物理的現象および人物の言動を
洗い出す。
４　問題解決の方向性を，登場人物の
言動の面から探る。
５　ファシリテーションの意義と目的
を再確認する。
＜第４時＞
表現の窓「スポーツと同じように議論
にもルールがある」
１　スポーツのルールにまつわる知識
や体験を共有する。
２　教科書Ｐ．124～125の「表現の
窓」の文章を読み，要旨を捉える。
３　避難所の話し合いに必要な「ルー
ル」を考える。
４　３で考えたルールを今後のシナリ
オ作りの参考にすることを確認する。
＜第５時＞
表現の窓「同じ論拠から多様性を見い
だすには」
１　自分と他人とで「常識が違う」と
感じた体験を共有する。
２　教科書Ｐ．126～127の「表現の
窓」の文章を読み，要旨を捉える。
３　避難所の生活において，ぶつかり
合う「常識」を考える。
４　３で考えたことをを今後のシナリ
オ作りの参考にすることを確認する。
＜第６～７時＞
ファシリテーションの実践例を考える
１　教科書Ｐ．116～118のシナリオを
再読する。
２　グループに分かれて，教科書Ｐ．
117以降のシナリオについて，対立を
最小限にとどめ，合意形成のもと問題
解決に向かうものに書き換える。
３　発表時までにリハーサルをしてお
くことを指示する。
＜第８～９時＞
１　話し合いを演劇の形でシミュレー
ションすることのねらいと意義を確認
する。
２　グループごとに発表を行う。発表
後，意見・感想を交流する。
３　教科書Ｐ．114～115下段に掲載さ
れた「ファシリテーターの心得」を再
度読み，話し合いのメンバー一人一人
がファシリテーションを身につけて，
それを活用することが理想的であるこ
とを共有する。
＜第10時＞
いろいろな話し合い
１　話し合いや会議には（人間の知恵
や文化として）いろいろな形態がある
ことを，教科書の例を見ながら学習す
る。
２　パネルディスカッションやディ
ベート，ワールドカフェなどの体験を
問うたり，実際の様子が分かる動画を
視聴したりする。
３　単元全体のリフレクションを行
う。

＊この教材には，関連するデジタルコ
ンテンツが用意されているので，適宜
利用するとよい。

○ ○ ○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確
にして聞きながら，話の内容に対する共感を伝え
たり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫
をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組み，
今までの学習を生かして他者との交流を通して内
容への理解を深めたり，相手に伝わる表現を工夫
したりしようとしている。
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たり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫
をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
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確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組み，
今までの学習を生かして他者との交流を通して内
容への理解を深めたり，相手に伝わる表現を工夫
したりしようとしている。

知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色について理解を深め，伝え合う目的や場
面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し，話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・省略や反復などの表現の技法について理解
を深め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を
豊かにする読書の意義と効用について理解を
深めている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事
柄の中から話題を決め，他者との多様な交流
を想定しながら情報を収集，整理して，伝え
合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の
思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に
配置するなど，話の構成や展開を工夫してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の
反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするな
ど，相手の同意や共感が得られるように表現
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を
明確にして聞きながら，話の内容に対する共
感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの
主張や論拠を吟味したり，話し合いの進行や
展開を助けたりするために発言を工夫するな
ど，考えを広げたり深めたりしながら，話し
合いの仕方や結論の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら適切な題材を決め，情報の組み合わせなど
を工夫して，伝えたいことを明確にしてい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得
られるよう，適切な具体例を効果的に配置す
るなど，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考え
を明確にし，事象を的確に描写したり説明し
たりするなど，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組
み，今までの学習を生かして他者との交流を
通して内容への理解を深めたり，相手に伝わ
る表現を工夫したりしようとしている。

＜第１時＞
１　単元全体の目標を確認する。
表現の窓「読書もまた一つの『経
験』」
２　教科書Ｐ．138～139の「表現の
窓」を読んで内容を理解し，「読書の
効用」についてグループで話し合う。
読書ノート
３　読書記録の取り方や活用の仕方に
ついて情報交換し，「読書ノート」の
作り方を確認する。
４　この単元での活動を通して読みた
いと思った本を，読書ノートのリスト
に追加していくことを確認する。
＜第２時＞
図書室探検
１　図書室探検のやり方を確認する。
２　三～四人のグループで図書室に入
り，十分間で各自がお宝本(読みたい
と思った本)を一冊探してくる。
３　各自が探し出したお宝本をグルー
プで共有する。
４　グループのお宝本に共通するテー
マを話し合って考える。
５　共通テーマを表現するためのポス
ターを作る。
＜第３時＞
１　お宝本についてクラス全体の前で
どのように発表するかを，グループで
話し合う。
２　各グループのお宝本紹介をする。
各自が自分のお宝本を紹介し，最後に
ポスターを見せて本に共通するテーマ
を紹介する。
３　読んでみたいと思った本を読書
ノートのリストに追加する。
＜第４時＞
ブックトーク
１　ブックトークのやり方を確認す
る。
２　教科書Ｐ．131の「テーマの見つ
け方」を参考にしながら，テーマを決
め，テーマにふさわしい本を選ぶ。
３　どのように本を紹介するか考え，
原稿を書く。
４　発表の際に配るレジュメを用意す
る。
＜第５時＞
１　発表の順番を決める。
２　話し手は七分以内で三冊紹介す
る。聞き手は配布されたレジュメにメ
モを取りながら聞く。
３　全部のブックトークが終わったと
ころで読みたいと思った本を読書ノー
トのリストに追加する。その本をなぜ
読みたいと思ったのかを振り返りに書
く。
＜第６時＞
ブック・プレゼン・ダイアローグ
１　ブック・プレゼン・ダイアローグ
のやり方を確認する。
２　本を準備する。
３　グループで各自が分担するページ
を決める。
４　自分の担当ページを読み，Ｂ５判
の用紙六枚程度に内容をまとめ，要約
ポスターを作る。
＜第７時＞
１　グループ内で，ポスターを掲示し
ながらページ順に要約を発表し合い，
全体内容を共有する。
２　他のグループの掲示を見て回り，
気になるところに質問，コメントを書
いた付箋を貼る。
３　グループに戻り，自分たちのポス
ターに貼られた付箋をもとに，グルー
プ内で対話する。
４　グループ代表が対話内容を発表
し，全体で共有する。
＜第８時＞
ビブリオバトル
１　ビブリオバトルのやり方を確認す
る。
２　今までの読書を振り返り，他の人
に薦めたい本を選ぶ。
３　どのように本を紹介するか考え，
発表の準備をする。
４　予選グループを決める。
＜第９時＞
１　予選グループ内で，発表とディス
カッションを行う。
２　予選グループ内で投票し，チャン
プ本を決める。
３　予選通過のチャンプ本を，クラス
全体に向けて紹介し，ディスカッショ
ンを行う。
４　全体で投票し，クラスのチャンプ
本を決める。
５　読んでみたいと思った本を読書
ノートのリストに追加する。
＜第10時＞
本の帯・ポップ作り
１　本の帯，ポップとはどういうもの
か確認する。
２　帯とポップ，どちらの形式で作成
するか決める。
３　ＰＲしたい本を選ぶ。
４　帯またはポップの構想を練り，作
成する。
５　完成した帯またはポップを掲示
し，互いに見て回る。
６　単元全体のリフレクションをす
る。

表現と読書活動

・本を紹介し合う活動を通して，さ
まざまな本と出会い，読書の楽しみ
を知る。
・本を紹介したり，本の内容につい
て対話したりする活動を通して，思
考を深め，表現を豊かにする。

〇 〇 〇



3
学
期

知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色について理解を深め，伝え合う目的や場
面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し，話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・省略や反復などの表現の技法について理解
を深め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を
豊かにする読書の意義と効用について理解を
深めている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事
柄の中から話題を決め，他者との多様な交流
を想定しながら情報を収集，整理して，伝え
合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の
思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に
配置するなど，話の構成や展開を工夫してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の
反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするな
ど，相手の同意や共感が得られるように表現
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を
明確にして聞きながら，話の内容に対する共
感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの
主張や論拠を吟味したり，話し合いの進行や
展開を助けたりするために発言を工夫するな
ど，考えを広げたり深めたりしながら，話し
合いの仕方や結論の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら適切な題材を決め，情報の組み合わせなど
を工夫して，伝えたいことを明確にしてい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得
られるよう，適切な具体例を効果的に配置す
るなど，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考え
を明確にし，事象を的確に描写したり説明し
たりするなど，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組
み，今までの学習を生かして他者との交流を
通して内容への理解を深めたり，相手に伝わ
る表現を工夫したりしようとしている。

＜第１時＞
１　単元全体の目標を確認する。
表現の窓「読書もまた一つの『経
験』」
２　教科書Ｐ．138～139の「表現の
窓」を読んで内容を理解し，「読書の
効用」についてグループで話し合う。
読書ノート
３　読書記録の取り方や活用の仕方に
ついて情報交換し，「読書ノート」の
作り方を確認する。
４　この単元での活動を通して読みた
いと思った本を，読書ノートのリスト
に追加していくことを確認する。
＜第２時＞
図書室探検
１　図書室探検のやり方を確認する。
２　三～四人のグループで図書室に入
り，十分間で各自がお宝本(読みたい
と思った本)を一冊探してくる。
３　各自が探し出したお宝本をグルー
プで共有する。
４　グループのお宝本に共通するテー
マを話し合って考える。
５　共通テーマを表現するためのポス
ターを作る。
＜第３時＞
１　お宝本についてクラス全体の前で
どのように発表するかを，グループで
話し合う。
２　各グループのお宝本紹介をする。
各自が自分のお宝本を紹介し，最後に
ポスターを見せて本に共通するテーマ
を紹介する。
３　読んでみたいと思った本を読書
ノートのリストに追加する。
＜第４時＞
ブックトーク
１　ブックトークのやり方を確認す
る。
２　教科書Ｐ．131の「テーマの見つ
け方」を参考にしながら，テーマを決
め，テーマにふさわしい本を選ぶ。
３　どのように本を紹介するか考え，
原稿を書く。
４　発表の際に配るレジュメを用意す
る。
＜第５時＞
１　発表の順番を決める。
２　話し手は七分以内で三冊紹介す
る。聞き手は配布されたレジュメにメ
モを取りながら聞く。
３　全部のブックトークが終わったと
ころで読みたいと思った本を読書ノー
トのリストに追加する。その本をなぜ
読みたいと思ったのかを振り返りに書
く。
＜第６時＞
ブック・プレゼン・ダイアローグ
１　ブック・プレゼン・ダイアローグ
のやり方を確認する。
２　本を準備する。
３　グループで各自が分担するページ
を決める。
４　自分の担当ページを読み，Ｂ５判
の用紙六枚程度に内容をまとめ，要約
ポスターを作る。
＜第７時＞
１　グループ内で，ポスターを掲示し
ながらページ順に要約を発表し合い，
全体内容を共有する。
２　他のグループの掲示を見て回り，
気になるところに質問，コメントを書
いた付箋を貼る。
３　グループに戻り，自分たちのポス
ターに貼られた付箋をもとに，グルー
プ内で対話する。
４　グループ代表が対話内容を発表
し，全体で共有する。
＜第８時＞
ビブリオバトル
１　ビブリオバトルのやり方を確認す
る。
２　今までの読書を振り返り，他の人
に薦めたい本を選ぶ。
３　どのように本を紹介するか考え，
発表の準備をする。
４　予選グループを決める。
＜第９時＞
１　予選グループ内で，発表とディス
カッションを行う。
２　予選グループ内で投票し，チャン
プ本を決める。
３　予選通過のチャンプ本を，クラス
全体に向けて紹介し，ディスカッショ
ンを行う。
４　全体で投票し，クラスのチャンプ
本を決める。
５　読んでみたいと思った本を読書
ノートのリストに追加する。
＜第10時＞
本の帯・ポップ作り
１　本の帯，ポップとはどういうもの
か確認する。
２　帯とポップ，どちらの形式で作成
するか決める。
３　ＰＲしたい本を選ぶ。
４　帯またはポップの構想を練り，作
成する。
５　完成した帯またはポップを掲示
し，互いに見て回る。
６　単元全体のリフレクションをす
る。

表現と読書活動

・本を紹介し合う活動を通して，さ
まざまな本と出会い，読書の楽しみ
を知る。
・本を紹介したり，本の内容につい
て対話したりする活動を通して，思
考を深め，表現を豊かにする。

〇 〇 〇



情報活用力を身につけよう

・正確な情報を見極め，その情報を
目的に合わせて効果的な表現で発信
する。
・相手意識を持ち，相手にとって有
用な内容や理解しやすい表現を吟味
する。

＜第１時＞
フロントページ
１　教科書Ｐ．140～149を読んで，報
告書をもとに新たに広報資料を企画・
制作する流れや，制作のポイントを確
認する。
２　広報誌，ホームページなど，広報
資料の種類について確認する。
３　生徒たちが持ってきた広報資料に
ついて，メディアの種類や発信元，想
定される読者，紙面などの特徴を分析
する。
４　広報資料の制作では相手意識，目
的意識が大切であることを確認する。
＜第２時＞
ステップ❶企画立案・取材
１　グループを作り，グループのメン
バーの持ってきた広報の中から，もと
にする資料を一つ選ぶ。（ワークシー
トを活用してもよい。）
２　編集会議を行い，これから制作す
る広報資料では，伝える相手や媒体を
どのように設定するか，考える。
３　どのような内容をどのような形で
伝えたいか，編集方針を考える。
＜第３時＞
１　伝える相手，目的，媒体を確認
し，それらに合わせてどのような情報
が必要かを確認する。
２　不足している情報の収集方法，原
稿や図版の作成，写真の撮影など，必
要な作業を確認する。
３　締め切りを決め，スケジュールを
確認する。
４　役割分担する。
＜第４～６時＞
１　各自の役割分担に合わせて，情報
の収集や図版の作成，既存の資料をも
とに書ける部分の原稿作成などを行
う。
２　集めた資料や作成した原稿につい
て内容を確認する。
３　担当者，あるいはグループの代表
者などが，資料や原稿を集めて保管す
る。
＜第７時＞
ステップ❷編集・制作
１　編集会議の目的について確認す
る。
２　編集会議を開き，レイアウトやデ
ザインを考える。
３　レイアウトやデザインを紙などに
大まかに描き，全体のバランスを確認
する。
４　読み手の立場で考えて，見やすい
かどうか再度確認する。
５　原稿の文字数や図版の大きさなど
を調整し，レイアウトを決定する。
＜第８～９時＞
１　写真や映像の掲載許可が取れてい
るか確認する。
２　原稿や図版，写真や動画を，パソ
コンなどを使って紙面や画面に合うよ
うに組み合わせ，全体を形にする。
３　紙面や画面全体を見て，バランス
のよしあしや見づらいところ，読みに
くいところなどを確認し，修正して仕
上げる。
４　レイアウトした広報資料をプリン
トアウトする。
＜第10時＞
１　「広報の目的に照らしてチェッ
ク」（教科書Ｐ．147）を読み，校正
のポイントを確認する。
２　プリントアウトした広報資料を校
正する。
３　校正結果に合わせて，修正する。
４　完成した広報資料を保存またはプ
リントアウトする。
＜第11時＞
ステップ❸発信
１　保存していたデータをアップロー
ドしたり，紙に印刷して掲示したりす
る。
２　アップロードしたものや掲示した
ものに対する意見や感想などを聞く。
３　表現の仕方などで心がけた点，工
夫に気づいた点を伝え合う。
＜第12時＞
表現の窓「読者への配慮」
１　教科書Ｐ．152～153を読んで，本
文の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「読者への配慮」をする意味につ
いてグループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

3
学
期

知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色について理解を深め，伝え合う目的や場
面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し，話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・省略や反復などの表現の技法について理解
を深め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を
豊かにする読書の意義と効用について理解を
深めている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事
柄の中から話題を決め，他者との多様な交流
を想定しながら情報を収集，整理して，伝え
合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の
思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に
配置するなど，話の構成や展開を工夫してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の
反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするな
ど，相手の同意や共感が得られるように表現
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を
明確にして聞きながら，話の内容に対する共
感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの
主張や論拠を吟味したり，話し合いの進行や
展開を助けたりするために発言を工夫するな
ど，考えを広げたり深めたりしながら，話し
合いの仕方や結論の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら適切な題材を決め，情報の組み合わせなど
を工夫して，伝えたいことを明確にしてい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得
られるよう，適切な具体例を効果的に配置す
るなど，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考え
を明確にし，事象を的確に描写したり説明し
たりするなど，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組
み，今までの学習を生かして他者との交流を
通して内容への理解を深めたり，相手に伝わ
る表現を工夫したりしようとしている。

＜第１時＞
１　単元全体の目標を確認する。
表現の窓「読書もまた一つの『経
験』」
２　教科書Ｐ．138～139の「表現の
窓」を読んで内容を理解し，「読書の
効用」についてグループで話し合う。
読書ノート
３　読書記録の取り方や活用の仕方に
ついて情報交換し，「読書ノート」の
作り方を確認する。
４　この単元での活動を通して読みた
いと思った本を，読書ノートのリスト
に追加していくことを確認する。
＜第２時＞
図書室探検
１　図書室探検のやり方を確認する。
２　三～四人のグループで図書室に入
り，十分間で各自がお宝本(読みたい
と思った本)を一冊探してくる。
３　各自が探し出したお宝本をグルー
プで共有する。
４　グループのお宝本に共通するテー
マを話し合って考える。
５　共通テーマを表現するためのポス
ターを作る。
＜第３時＞
１　お宝本についてクラス全体の前で
どのように発表するかを，グループで
話し合う。
２　各グループのお宝本紹介をする。
各自が自分のお宝本を紹介し，最後に
ポスターを見せて本に共通するテーマ
を紹介する。
３　読んでみたいと思った本を読書
ノートのリストに追加する。
＜第４時＞
ブックトーク
１　ブックトークのやり方を確認す
る。
２　教科書Ｐ．131の「テーマの見つ
け方」を参考にしながら，テーマを決
め，テーマにふさわしい本を選ぶ。
３　どのように本を紹介するか考え，
原稿を書く。
４　発表の際に配るレジュメを用意す
る。
＜第５時＞
１　発表の順番を決める。
２　話し手は七分以内で三冊紹介す
る。聞き手は配布されたレジュメにメ
モを取りながら聞く。
３　全部のブックトークが終わったと
ころで読みたいと思った本を読書ノー
トのリストに追加する。その本をなぜ
読みたいと思ったのかを振り返りに書
く。
＜第６時＞
ブック・プレゼン・ダイアローグ
１　ブック・プレゼン・ダイアローグ
のやり方を確認する。
２　本を準備する。
３　グループで各自が分担するページ
を決める。
４　自分の担当ページを読み，Ｂ５判
の用紙六枚程度に内容をまとめ，要約
ポスターを作る。
＜第７時＞
１　グループ内で，ポスターを掲示し
ながらページ順に要約を発表し合い，
全体内容を共有する。
２　他のグループの掲示を見て回り，
気になるところに質問，コメントを書
いた付箋を貼る。
３　グループに戻り，自分たちのポス
ターに貼られた付箋をもとに，グルー
プ内で対話する。
４　グループ代表が対話内容を発表
し，全体で共有する。
＜第８時＞
ビブリオバトル
１　ビブリオバトルのやり方を確認す
る。
２　今までの読書を振り返り，他の人
に薦めたい本を選ぶ。
３　どのように本を紹介するか考え，
発表の準備をする。
４　予選グループを決める。
＜第９時＞
１　予選グループ内で，発表とディス
カッションを行う。
２　予選グループ内で投票し，チャン
プ本を決める。
３　予選通過のチャンプ本を，クラス
全体に向けて紹介し，ディスカッショ
ンを行う。
４　全体で投票し，クラスのチャンプ
本を決める。
５　読んでみたいと思った本を読書
ノートのリストに追加する。
＜第10時＞
本の帯・ポップ作り
１　本の帯，ポップとはどういうもの
か確認する。
２　帯とポップ，どちらの形式で作成
するか決める。
３　ＰＲしたい本を選ぶ。
４　帯またはポップの構想を練り，作
成する。
５　完成した帯またはポップを掲示
し，互いに見て回る。
６　単元全体のリフレクションをす
る。

表現と読書活動

・本を紹介し合う活動を通して，さ
まざまな本と出会い，読書の楽しみ
を知る。
・本を紹介したり，本の内容につい
て対話したりする活動を通して，思
考を深め，表現を豊かにする。

〇 〇 〇

○ ○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］広報資料の目的を粘り強く理解し，学習課
題に沿って読み手に伝えたい情報を吟味し，話し
合いながら協力して，よりよい広報資料を作ろう
としている。



情報活用力を身につけよう

・正確な情報を見極め，その情報を
目的に合わせて効果的な表現で発信
する。
・相手意識を持ち，相手にとって有
用な内容や理解しやすい表現を吟味
する。

＜第１時＞
フロントページ
１　教科書Ｐ．140～149を読んで，報
告書をもとに新たに広報資料を企画・
制作する流れや，制作のポイントを確
認する。
２　広報誌，ホームページなど，広報
資料の種類について確認する。
３　生徒たちが持ってきた広報資料に
ついて，メディアの種類や発信元，想
定される読者，紙面などの特徴を分析
する。
４　広報資料の制作では相手意識，目
的意識が大切であることを確認する。
＜第２時＞
ステップ❶企画立案・取材
１　グループを作り，グループのメン
バーの持ってきた広報の中から，もと
にする資料を一つ選ぶ。（ワークシー
トを活用してもよい。）
２　編集会議を行い，これから制作す
る広報資料では，伝える相手や媒体を
どのように設定するか，考える。
３　どのような内容をどのような形で
伝えたいか，編集方針を考える。
＜第３時＞
１　伝える相手，目的，媒体を確認
し，それらに合わせてどのような情報
が必要かを確認する。
２　不足している情報の収集方法，原
稿や図版の作成，写真の撮影など，必
要な作業を確認する。
３　締め切りを決め，スケジュールを
確認する。
４　役割分担する。
＜第４～６時＞
１　各自の役割分担に合わせて，情報
の収集や図版の作成，既存の資料をも
とに書ける部分の原稿作成などを行
う。
２　集めた資料や作成した原稿につい
て内容を確認する。
３　担当者，あるいはグループの代表
者などが，資料や原稿を集めて保管す
る。
＜第７時＞
ステップ❷編集・制作
１　編集会議の目的について確認す
る。
２　編集会議を開き，レイアウトやデ
ザインを考える。
３　レイアウトやデザインを紙などに
大まかに描き，全体のバランスを確認
する。
４　読み手の立場で考えて，見やすい
かどうか再度確認する。
５　原稿の文字数や図版の大きさなど
を調整し，レイアウトを決定する。
＜第８～９時＞
１　写真や映像の掲載許可が取れてい
るか確認する。
２　原稿や図版，写真や動画を，パソ
コンなどを使って紙面や画面に合うよ
うに組み合わせ，全体を形にする。
３　紙面や画面全体を見て，バランス
のよしあしや見づらいところ，読みに
くいところなどを確認し，修正して仕
上げる。
４　レイアウトした広報資料をプリン
トアウトする。
＜第10時＞
１　「広報の目的に照らしてチェッ
ク」（教科書Ｐ．147）を読み，校正
のポイントを確認する。
２　プリントアウトした広報資料を校
正する。
３　校正結果に合わせて，修正する。
４　完成した広報資料を保存またはプ
リントアウトする。
＜第11時＞
ステップ❸発信
１　保存していたデータをアップロー
ドしたり，紙に印刷して掲示したりす
る。
２　アップロードしたものや掲示した
ものに対する意見や感想などを聞く。
３　表現の仕方などで心がけた点，工
夫に気づいた点を伝え合う。
＜第12時＞
表現の窓「読者への配慮」
１　教科書Ｐ．152～153を読んで，本
文の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「読者への配慮」をする意味につ
いてグループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

3
学
期

○ ○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］広報資料の目的を粘り強く理解し，学習課
題に沿って読み手に伝えたい情報を吟味し，話し
合いながら協力して，よりよい広報資料を作ろう
としている。



心をつかむ表現
・日常生活上のことも含めた「表現」
活動を振り返り，今後の「表現」をだ

いじにする気持ちを養う。
・表現の工夫が他者とのやりとりで重
要であることを理解し，言葉を吟味し

適切に使おうとする態度を養う

＜第１時＞
１　単元の目標と学習の流れを確認す
る。
２　教科書Ｐ．188～193を読み，内容
を理解する。
３　グループや隣どうしで，印象に
残った部分を話し合う。
４　３で話し合った内容も踏まえて，
考えたことをまとめる。
＜第２＞
１　ＹＯＡＳＯＢＩか高梨沙羅選手の
どちらかを選び，文章を読んで考えた
ことを，箇条書きなどを用いて書き出
す。
２　１で書き出した要素について，構
成を決めて，文章にまとめる（三〇〇
字程度）。
３　グループ内（隣どうし）で発表し
合う。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

情報活用力を身につけよう

・正確な情報を見極め，その情報を
目的に合わせて効果的な表現で発信
する。
・相手意識を持ち，相手にとって有
用な内容や理解しやすい表現を吟味
する。

＜第１時＞
フロントページ
１　教科書Ｐ．140～149を読んで，報
告書をもとに新たに広報資料を企画・
制作する流れや，制作のポイントを確
認する。
２　広報誌，ホームページなど，広報
資料の種類について確認する。
３　生徒たちが持ってきた広報資料に
ついて，メディアの種類や発信元，想
定される読者，紙面などの特徴を分析
する。
４　広報資料の制作では相手意識，目
的意識が大切であることを確認する。
＜第２時＞
ステップ❶企画立案・取材
１　グループを作り，グループのメン
バーの持ってきた広報の中から，もと
にする資料を一つ選ぶ。（ワークシー
トを活用してもよい。）
２　編集会議を行い，これから制作す
る広報資料では，伝える相手や媒体を
どのように設定するか，考える。
３　どのような内容をどのような形で
伝えたいか，編集方針を考える。
＜第３時＞
１　伝える相手，目的，媒体を確認
し，それらに合わせてどのような情報
が必要かを確認する。
２　不足している情報の収集方法，原
稿や図版の作成，写真の撮影など，必
要な作業を確認する。
３　締め切りを決め，スケジュールを
確認する。
４　役割分担する。
＜第４～６時＞
１　各自の役割分担に合わせて，情報
の収集や図版の作成，既存の資料をも
とに書ける部分の原稿作成などを行
う。
２　集めた資料や作成した原稿につい
て内容を確認する。
３　担当者，あるいはグループの代表
者などが，資料や原稿を集めて保管す
る。
＜第７時＞
ステップ❷編集・制作
１　編集会議の目的について確認す
る。
２　編集会議を開き，レイアウトやデ
ザインを考える。
３　レイアウトやデザインを紙などに
大まかに描き，全体のバランスを確認
する。
４　読み手の立場で考えて，見やすい
かどうか再度確認する。
５　原稿の文字数や図版の大きさなど
を調整し，レイアウトを決定する。
＜第８～９時＞
１　写真や映像の掲載許可が取れてい
るか確認する。
２　原稿や図版，写真や動画を，パソ
コンなどを使って紙面や画面に合うよ
うに組み合わせ，全体を形にする。
３　紙面や画面全体を見て，バランス
のよしあしや見づらいところ，読みに
くいところなどを確認し，修正して仕
上げる。
４　レイアウトした広報資料をプリン
トアウトする。
＜第10時＞
１　「広報の目的に照らしてチェッ
ク」（教科書Ｐ．147）を読み，校正
のポイントを確認する。
２　プリントアウトした広報資料を校
正する。
３　校正結果に合わせて，修正する。
４　完成した広報資料を保存またはプ
リントアウトする。
＜第11時＞
ステップ❸発信
１　保存していたデータをアップロー
ドしたり，紙に印刷して掲示したりす
る。
２　アップロードしたものや掲示した
ものに対する意見や感想などを聞く。
３　表現の仕方などで心がけた点，工
夫に気づいた点を伝え合う。
＜第12時＞
表現の窓「読者への配慮」
１　教科書Ｐ．152～153を読んで，本
文の内容を確認する。
２　本文の構成・趣旨を確認する。
３　「読者への配慮」をする意味につ
いてグループで話し合い，発表する。
４　単元全体のリフレクションをす
る。

3
学
期

○ ○ ○

［知技］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］教材文を読んで，社会で必要とされている
表現の在り方について考え，学習の見通しをもっ
て自分の表現に生かそうとしている。

○ ○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］広報資料の目的を粘り強く理解し，学習課
題に沿って読み手に伝えたい情報を吟味し，話し
合いながら協力して，よりよい広報資料を作ろう
としている。



 科目
単位

）

○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感
をもって聞いたり読んだりしてもらうために必要
なことを粘り強く理解し，今までの学習を生かし
て表現を改善しようとしている。

東京書籍　国語表現、　東京書籍　国語表現　ワークブック
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実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，実社会における他者との多様な関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を
通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

評価規準

国語表現

知 思 態
配当
時数

○○



○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感
をもって聞いたり読んだりしてもらうために必要
なことを粘り強く理解し，今までの学習を生かし
て表現を改善しようとしている。

16○○



○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］自分を表現する活動を通じて，相手に共感
をもって聞いたり読んだりしてもらうために必要
なことを粘り強く理解し，今までの学習を生かし
て表現を改善しようとしている。

16

16

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］小論文を書く活動を通じて，設問に応じて
主張を組み立て，根拠を明確にしながら論じるこ
とを粘り強く理解し，学習の見通しをもって自ら
の文章を改善しようとしている。

○

○○ ○

○
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［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］小論文を書く活動を通じて，設問に応じて
主張を組み立て，根拠を明確にしながら論じるこ
とを粘り強く理解し，学習の見通しをもって自ら
の文章を改善しようとしている。

○○ ○
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［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］小論文を書く活動を通じて，設問に応じて
主張を組み立て，根拠を明確にしながら論じるこ
とを粘り強く理解し，学習の見通しをもって自ら
の文章を改善しようとしている。

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確
にして聞きながら，話の内容に対する共感を伝え
たり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫
をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組み，
今までの学習を生かして他者との交流を通して内
容への理解を深めたり，相手に伝わる表現を工夫
したりしようとしている。

○ ○ ○

○○ ○
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［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確
にして聞きながら，話の内容に対する共感を伝え
たり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫
をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組み，
今までの学習を生かして他者との交流を通して内
容への理解を深めたり，相手に伝わる表現を工夫
したりしようとしている。

○ ○ ○ 16



［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や場に
応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら話題を決め，他者との多様な交流を想定しなが
ら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の思い
や考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置する
など，話の構成や展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を明確
にして聞きながら，話の内容に対する共感を伝え
たり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫
をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組み，
今までの学習を生かして他者との交流を通して内
容への理解を深めたり，相手に伝わる表現を工夫
したりしようとしている。

○ ○ ○ 16

知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色について理解を深め，伝え合う目的や場
面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し，話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・省略や反復などの表現の技法について理解
を深め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を
豊かにする読書の意義と効用について理解を
深めている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事
柄の中から話題を決め，他者との多様な交流
を想定しながら情報を収集，整理して，伝え
合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の
思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に
配置するなど，話の構成や展開を工夫してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の
反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするな
ど，相手の同意や共感が得られるように表現
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を
明確にして聞きながら，話の内容に対する共
感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの
主張や論拠を吟味したり，話し合いの進行や
展開を助けたりするために発言を工夫するな
ど，考えを広げたり深めたりしながら，話し
合いの仕方や結論の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら適切な題材を決め，情報の組み合わせなど
を工夫して，伝えたいことを明確にしてい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得
られるよう，適切な具体例を効果的に配置す
るなど，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考え
を明確にし，事象を的確に描写したり説明し
たりするなど，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組
み，今までの学習を生かして他者との交流を
通して内容への理解を深めたり，相手に伝わ
る表現を工夫したりしようとしている。 〇 〇 〇 10



知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色について理解を深め，伝え合う目的や場
面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し，話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・省略や反復などの表現の技法について理解
を深め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を
豊かにする読書の意義と効用について理解を
深めている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事
柄の中から話題を決め，他者との多様な交流
を想定しながら情報を収集，整理して，伝え
合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の
思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に
配置するなど，話の構成や展開を工夫してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の
反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするな
ど，相手の同意や共感が得られるように表現
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を
明確にして聞きながら，話の内容に対する共
感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの
主張や論拠を吟味したり，話し合いの進行や
展開を助けたりするために発言を工夫するな
ど，考えを広げたり深めたりしながら，話し
合いの仕方や結論の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら適切な題材を決め，情報の組み合わせなど
を工夫して，伝えたいことを明確にしてい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得
られるよう，適切な具体例を効果的に配置す
るなど，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考え
を明確にし，事象を的確に描写したり説明し
たりするなど，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組
み，今までの学習を生かして他者との交流を
通して内容への理解を深めたり，相手に伝わ
る表現を工夫したりしようとしている。 〇 〇 〇 10



知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の
特色について理解を深め，伝え合う目的や場
面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣
いを理解し，使い分けている。
・自分の思いや考えを多彩に表現するために
必要な語句の量を増し，話や文章の中で使う
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
・省略や反復などの表現の技法について理解
を深め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を
豊かにする読書の意義と効用について理解を
深めている。

［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，目的や
場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事
柄の中から話題を決め，他者との多様な交流
を想定しながら情報を収集，整理して，伝え
合う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において，自分の
思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に
配置するなど，話の構成や展開を工夫してい
る。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の
反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするな
ど，相手の同意や共感が得られるように表現
を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，視点を
明確にして聞きながら，話の内容に対する共
感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの
主張や論拠を吟味したり，話し合いの進行や
展開を助けたりするために発言を工夫するな
ど，考えを広げたり深めたりしながら，話し
合いの仕方や結論の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じ
て，実社会の問題や自分に関わる事柄の中か
ら適切な題材を決め，情報の組み合わせなど
を工夫して，伝えたいことを明確にしてい
る。
・「書くこと」において，読み手の共感が得
られるよう，適切な具体例を効果的に配置す
るなど，文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考え
を明確にし，事象を的確に描写したり説明し
たりするなど，表現の仕方を工夫している。
［主］本を紹介し合う活動に積極的に取り組
み，今までの学習を生かして他者との交流を
通して内容への理解を深めたり，相手に伝わ
る表現を工夫したりしようとしている。 〇 〇 〇 10

○ ○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］広報資料の目的を粘り強く理解し，学習課
題に沿って読み手に伝えたい情報を吟味し，話し
合いながら協力して，よりよい広報資料を作ろう
としている。
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○ ○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］広報資料の目的を粘り強く理解し，学習課
題に沿って読み手に伝えたい情報を吟味し，話し
合いながら協力して，よりよい広報資料を作ろう
としている。
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○

2

合計

70

［知技］
・自分の思いや考えを多彩に表現するために必要
な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・省略や反復などの表現の技法について理解を深
め使っている。
・自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，自分の主張
の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用
いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開
を考えるなど，話の展開や構成を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，相手の反応
に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料
や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意
や共感が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において，論点を明確
にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容
や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとと
もに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広
げたり深めたりしている。
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
［主］教材文を読んで，社会で必要とされている
表現の在り方について考え，学習の見通しをもっ
て自分の表現に生かそうとしている。

○ ○

○ ○ ○

［知技］
・言葉には，自己と他者の相互理解を深める働き
があることを理解している。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色
について理解を深め，伝え合う目的や場面，相
手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解
し，使い分けている。
・実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の
仕方などについて理解を深めている。
［思判表］
・「話すこと・聞くこと」において，互いの主張
や論拠を吟味したり，話し合いの進行や展開を助
けたりするために発言を工夫するなど，考えを広
げたり深めたりしながら，話し合いの仕方や結論
の出し方を工夫している。
・「書くこと」において，目的や意図に応じて，
実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な
題材を決め，情報の組み合わせなどを工夫して，
伝えたいことを明確にしている。
・「書くこと」において，読み手の同意が得られ
るよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，
反論などを想定して，論理の展開を考えるなど，
文章の展開や構成を工夫している。
・「書くこと」において，読み手の共感が得られ
るよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において，自分の考えを明確に
し，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，
表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，自分の思いや考えを明
確にし，事象を的確に描写したり説明したりする
など，表現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において，読み手に対して自分の
思いや考えが効果的に伝わるように書かれている
かなどを吟味して，文章全体を整えたり，読み手
からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や
課題を捉え直したりしている。
［主］広報資料の目的を粘り強く理解し，学習課
題に沿って読み手に伝えたい情報を吟味し，話し
合いながら協力して，よりよい広報資料を作ろう
としている。
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年間授業計画　様式

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 Ａ 組～ Ｇ 組

使用教科書： （

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

読む
枕草子

・随筆の内容を自分と関係づけなが
ら，ものの見方，感じ方，考え方を
広げる。

読む
小話―三編〔言語〕

・話の展開や内容のおもしろさを味
わい，さまざまな人間の考え方を比
較する。

□『十八史略』について，第Ⅰ部で学習
した内容を振り返る。
□第Ⅰ部の「三国志の世界」の登場人物
について，誰に共感したかを述べ合う。
【鼓腹撃壌】
１全文を音読する。
２書き下し文を正確に記述する。（手引
き１）
３全文を正確に音読した後，主語を確認
しながら内容を正確に捉えて現代語訳す
る。（手引き１）
４疑問形・二重否定・反語形・使役形の
用法を確認する。
５帝堯が入手した情報についてまとめ
る。（手引き２）
６本文から読み取れる帝堯の人柄につい
て整理する。（手引き３）
７「鼓腹撃壌」の意味を考える。（手引
き４）
【宋襄之仁】
１全文を音読する。
２書き下し文を正確に記述する。（手引
き１）
３主語を確認しながら内容を正確に捉え
て現代語訳する。（手引き１）
４受身形の句法を確認する。
５楚軍に対する，目夷と襄公の対応の違
いをまとめる。
【燕雀安知鴻鵠之志哉】
１全文を音読する。
２書き下し文を正確に記述する。（手引
き１）
３第一段落について，主語を確認しなが
ら内容を正確に捉えて現代語訳する。
（手引き１）
４仮定形と反語形の句法を確認する。
５陳勝の傭者に対する発言と，傭者の返
答，それに対する陳勝の気持ちをまとめ
る。（手引き２）
６全文を音読した後，第二段落について
主語を確認しながら内容を正確に捉えて
現代語訳する。（手引き１）
７二人称「若」について確認する。
８全文を正確に音読する。
９陳勝の徒属に対する発言について，ど
んな点に説得力があったのかをまとめ
る。（手引き３）
10反語形の句法を確認する。
11志を立てる意味の故事成語についてま
とめる。（手引き４）

□「鼓腹撃壌」「宋襄之仁」「燕雀安知
鴻鵠之志哉」の登場人物の言動を確認
し，その人柄を探る。
□この単元で学習した疑問形・二重否
定・使役形・受身形・仮定形・反語形の
各句法についてまとめる。

〇 〇 〇

□この作品の内容と作者について，今ま
での学習で得ていた知識とともに，簡単
に整理し，理解する。

【ありがたきもの】
１この章段の「ありがたし」の意味を，
列挙されているものから類推する。（手
引き１）
２列挙された事例の特徴を考える。（手
引き２）
３『枕草子』のパロディである『犬
枕』，『尤之双紙』の一部を読み，内容
を理解するとともに，それぞれの工夫に
ついて考える。（古文の窓４）

４末尾の記述に表れている作者の心情を
読み取る。（手引き３）
【雪のいと高う降りたるを】
１場面を読み取り，発言の主体と動作と
を把握する。（手引き１）
２作者のどのような行動が中宮の心にか
なったのかを読み取る。（手引き２）
３女房たちが作者をどのように評価して
いたかを読み取る。（手引き３）

〇 〇 〇

１
学
期

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成
り立ちにもたらした影響について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。

10〇 〇 〇

古典探究国語

領域
評価規準

配当
時数

態知

新編古典探究　東京書籍　みるみる覚える古文単語３００+３０いいずな書店

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典探究

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対す
る理解を深めることができるようにする。

国語 古典探究 2

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を多面的・多
角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化
について自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］積極的に文章のおもしろさを味わい，登場人物の言
動等の記述からその人柄や考え方について考察しようとし
ている。

〇 〇 〇 8



8〇〇 〇 〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］積極的に歌物語の特徴について理解し，今までの学
習を生かして，登場人物の心情や作品に表れているものの

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］
・積極的に歴史物語の人物関係や時代背景について調べ，
今までの学習を生かして登場人物の心情や人物像について
の理解を深めようとしている。

〇 〇 〇 8

伊勢物語

・歌物語の特色に注意しながら，作
品に表れているものの見方，感じ
方，考え方を読み取る。

〇

大鏡

・作品の特色に注意しながら，歴史
物語の内容を的確に読み取る。

〇 〇 〇

□歌物語の特徴および『伊勢物語』につ
いて，既習の事柄を整理する。

【初冠】
１本文を現代語訳し，内容を読み取る。
（手引き１）
２「春日野の…」の歌と「陸奥の…」の
歌を比較し，前者の表現の工夫をまとめ
る。（手引き２）
３最終部の評語から，この章段の主題を
考える。（手引き３）

【渚の院】
１本文を読み，あらすじを把握する。
２それぞれの和歌における工夫について
理解する。（手引き１・２）

□『伊勢物語』を例に，歌物語の特徴を
まとめ，理解する。

□歴史物語としての『大鏡』の特色
を簡略に理解する。
□古老たちが見聞した昔話を若侍に
語るという叙述方法は，どのような
効果をもたらすかを考える。

【道真の左遷】
１登場人物を確認する。（手引き
１）
２帝の処置の厳しさと，「東風吹か
ば…」の歌に表れた道真の心情を読
み取る。（手引き２）

【道長，伊周の競射】
１道長と道隆・伊周との関係を確認
する。
２勝負の延長を要求した道隆の意図
と，それを受けての道長の言動につ
いて，伊周と比較しつつ考える。
（手引き１・２）
３勝負の結果を受けての道隆の心境
と，その後の展開を考える。（手引
き３）

〇

２
学
期

〇 8

大和物語〔言語〕

・歌物語に表れているものの見方，
感じ方，考え方を踏まえ，自分の考
えを深める。

□作品についての解説を聞き，概略
を理解する。

□姨捨伝説を知り，興味を持つ。

【姨捨】
１話の概略を理解する。

２「をば」を山に捨てるまでの男の
気持ちがどのように変化しているか

をまとめる。（手引き１）
３男が「をば」を迎えに行ったきっ
かけを読み取る。（手引き２）

□各地に伝わる姨捨伝説について調
べて，発表する。（言語活動）

□『伊勢物語』と比較し，歌物語と
しての『大和物語』の特質を理解す

る。

〇 〇 〇

古体詩―五首
・内容や表現の豊かさを理解し，詩
にうたわれた情景や心情を読み味わ
う。

□近体詩の特色を思い出してみる。
□近体詩と古体詩の詩形の違いにつ
いて学習し，「桃夭」を例として確
かめる。（手引き４）

【桃夭】【上邪】
１詩を正確に読んで書き下し，繰り
返し朗読する。（手引き１）
２詩形と押韻を確認する。（手引き
４）
３展開に注意して現代語訳し，「桃
夭」「上邪」にうたわれた主題や作
者の心情を考える。（手引き２）
４理解した詩の内容をもとにそれぞ
れ暗唱する。
【飲酒】【子夜呉歌】
５詩を正確に読んで書き下し，繰り
返し朗読する。（手引き１）
６詩形・押韻・対句を確認する。
（手引き４）
７展開に注意して現代語訳し，「飲
酒」「子夜呉歌」にうたわれた主題
や作者の心情を考える。（手引き
２）
８理解した詩の内容をもとにそれぞ
れ暗唱する。
【長恨歌】
１全体を範読に従って繰り返し朗読
して，大体のあらすじを把握する。
（手引き１）
２全体を八つの場面に分け，その内
容を把握する。（手引き３）
３第一，二，三場面から，楊貴妃の
生い立ち，美しさ，漢皇（玄宗）の
様子や寵愛ぶり，それを取り巻く
人々の対応などを読み取る。
４第三場面から，安禄山の進攻によ
る楊貴妃の死を捉える。
５第四場面から，楊貴妃没後の行宮
における漢皇（玄宗）の描写を読み
取る。
６第四場面から，長安に戻る途中で
の楊貴妃の死亡場所における情景を
読み取る。
７第五場面から，長安に戻った後の
宮廷をはじめ漢皇（玄宗）の様子を
読み取る。
８第六場面から，道士による不思議
な仙術を読み取る。
９第七，八場面から，仙山の様子
と，そこに住む楊貴妃の霊魂と道士
との幻想的な対応の表現を味わう。
10第七，八場面から，二人の「誓
い」の内容を把握する。
11「長恨歌」という題に込められた
意味を考える。

□古詩五首の中で印象に残ったもの
を取り上げ，鑑賞文を書く。
□参考の『源氏物語』（桐壺）を読
んで，「長恨歌」からの影響を考え
る。

〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］積極的に白居易の「長恨歌」について調べ，今まで
の学習を生かして，日本文学に大きな影響を与えた理由に
ついて考察しようとしている。

〇 〇 〇 8

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れて
いるものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，
自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりしてい
る。
［主］積極的に歌物語の特徴や古典における和歌の効用に
ついて理解し，今までの学習を生かして人物の心情を理解
し，姨捨伝説についての自らの考えを深めようとしてい

〇 〇



合計

70

古今和歌集仮名序

・歌論に述べられた論旨を捉え，自
分の考えを深める

〇 〇 〇 〇 〇 〇 10

□本教材が「歌論」という特殊な内容で
あることを確認する。

【やまと歌は】
１『古今和歌集』の文学史的位置づけに
ついて理解する。（古文の窓６）
２「やまと歌は」を通読し，構成を理解
する。
３作者の言う和歌の本質とは何であるか
を，比喩に着目しながら読み取る。（手
引き１）
４作者が和歌をどのようなものとして捉
えているかをまとめる。

□歌にはどのような効用があるか。各自
が考えることを話し合う。（手引き２）

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，
修辞などの表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，
我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解
を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりに
ついて理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成
り立ちにもたらした影響について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手の考えや目
的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や
展開，表現の特色について評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の
解釈を深め，作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めた
りしている。
［主］積極的に歌論に述べられた論旨を捉え，今までの学
習を生かして自分の考えを深めようとしている。

３
学
期

廉頗と藺相如

・登場人物の人柄や言動を捉え，本
文と同形の故事成語について現代の
生活と絡めた随想を書く。

□『史記』と司馬遷，「鴻門之会」
「四面楚歌」「項王自刎」につい
て，Ⅰ部で学習した内容を振り返
る。
□「鴻門之会」「四面楚歌」「項王
自刎」の登場人物について，誰に共
感したかを述べ合う。

【澠池之会】
１全文を音読する。
２書き下し文を正確に記述する。
（手引き１）
３全文を音読した後，第一段落につ
いて主語を確認しながら内容を正確
に捉えて現代語訳する。（手引き
１）
４趙王の態度に対する，廉頗と藺相
如の言動をまとめる。（手引き２）
５使役形の句法を確認する。
６仮定形の句法を確認する。
７全文を音読した後，第二段落につ
いて主語を確認しながら内容を正確
に捉えて現代語訳する。（手引き
１）
８会見の内容を，主語を確認しなが
ら正確に捉える。（手引き２）
９願望形の句法を確認する。
10「寡人」「於是」「不肯」につい
て確認する。
11全文を音読する。

〇 〇 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典
を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深め
ている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方
について理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成
り立ちにもたらした影響について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のも
のの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用
について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や
展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特
有の表現に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，古典の作品や文章について，内
容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めた
りしている。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を多面的・多
角的な視点から評価することを通して，我が国の言語文化
について自分の考えを広げたり深めたりしている。
［主］積極的に「…の交わり」という形の故事成語を探
し，もとになった話を読もうとしている。また，そのうち
の一つを選び，現代の私たちの生活に当てはめて考えたこ
とを，今までの学習を生かして随筆にまとめようとしてい
る。

〇 〇 〇 10



年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 3 学年 A 組～ F 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

２
学
期

定期考査

【知識・技能】
・効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の
しかたについて理解を深めている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展開などを的
確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握している。
［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・学ぶことについての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、自分の思いや考えを広げたり深めたりしようとしてい
る。

○

国語

「話すこと・聞くこと」，「書く こと」，「読むこと」の各領域に おいて，生涯にわたる社会生活 における他
者との関わりの中 で伝え合う力を高め，自分の思 いや考えを広げたり深めたり している。

言葉を通じて積極的に他者と 関わったり，思いや考えを深めたりしながら，言葉のもつ価値への認識を深めよう
としているとともに，言語感覚を磨き，言葉を効果的に使おうとしている。

7

補助線を引きながら考える
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の展開な
どを的確にとらえ、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論理についての筆者の考えを読み取ることに興味をもち、
論理的に考える力を伸ばそうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

１
学
期

6

1

〇

知

○ ○〇

【知識・技能】
・対比を示す語句や表現を理解し、文章を読む中で対比の関
係をとらえる助けとしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・対比の関係を的確にとらえながら、筆者の考えを読み取ろ
うとしている。

○ ○

〇

定期考査

人類の進化から考える「心」の誕生
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・具体と抽象の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

〇

探究する力
【知・技】
(1)エ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・「学ぶ」ことについての筆者の考
えを読み取る。
・これからの学習で取り組みたいこ
と、興味のあることについて考え
る。

・「論理」についての筆者の考えを
読み取る。
・筆者の主張をふまえ、これからの
学習に興味をもつ。

○ ○

【知識・技能】
・具体と抽象を示す語句や表現を理解し、文章を読む中で具
体と抽象の関係をとらえる助けとしている。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方
法について理解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、具体と抽象の関係に注目し、内容
や構成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体と抽象の関係を的確にとらえながら、筆者の主張を読
み取ろうとしている。

〇

〇

〇

〇

和の思想、間の文化
【知・技】
(1)イ
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・具体と抽象の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

ミロのヴィーナス
【知・技】
(1)イ
(2)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・具体例の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しな
がら、筆者の主張を読み取る。

【学びに向かう力、人間性等】

言葉によって自分の考えを形成したり新しい考
えを生み出したりしようとしている。また、言
葉を通じて他者や社会と関わり自他の存在につ
いて理解を深めようとしている。さらに、現代
社会に関わる話題や問題に幅広く関心をもち，
生涯にわたる読書習慣の基礎を築き，社会人と
して，考えやものの見方を豊かにしようとして
いる。

論理国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要 な国語について，その特質を理 解し適切に使っている。

国語 論理国語

態

論理国語国語

領域
評価規準

他者と関わる現実の社会において必要な国語の知
識や技能について理解し，それを適切に使おうと
している。

論理的に考えることに加え、章や資料を対象化して，
その正誤や適否を吟味したり検討したりしながら考え
ている。また、他者の考えと自分の考えを吟味したり
検討したりすることを通して，自分で新しい考えを生
み出そうとしている。さらに、状況や場面に応じた他
者との関わりの中で，必要な事柄を正確に伝え，相手
の意向を的確に捉えて解釈したり，効果的に表現した
りしている。

大修館書店　新編論理国語

○

○

○

6

6

4

○

1

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方
法について理解を深めている。［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・共進化についての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、具体と抽象の関係をとらえようとしている。

〇 〇

○

○



３
学
期

２
学
期

6

定期考査
〇 ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

定期考査 〇

政治の本質
【知・技】
(1)イ
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

〇

ロボットに心はあるか
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ア

・対比の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しな
がら、筆者の主張を読み取る。

・主張と根拠の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理
解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・主張と根拠の関係を的確にとらえながら、筆者の考えを読
み取ろうとしている。

○ ○

○

定期考査
〇 ○

「である」ことと「する」こと
【知・技】
(1)イ
(2)ア
【思・判・表】
Ｂ(1)ア・ウ

・筆者の主張と、それを支える根拠
の役割を的確にとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意し
ながら、要旨を把握する。

〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理
解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にしながら
要旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論
拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル社会についての筆者の考えを読み取ることに興味

○

【知識・技能】
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文章を読み、対
比関係や論理展開をとらえる助けとしている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目し、内容や構
成、論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確しながら要
旨を把握している。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・コミュニケーションについての筆者の考えを読み取ること
に興味をもち、対比の関係をとらえようとしている。

〇

エネルギー耕作型文明への転換
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ウ

・異なる立場の文章を比べて読み、
考えを深める。
・具体例の役割や根拠に注意しなが
ら筆者の主張を読み取る。

未来の地図帳
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)ウ

・異なる立場の文章を比べて読み、
考えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。

人口減少社会の到来
【知・技】
(1)イ
【思・判・表】
Ｂ(1)イ

・さまざまな統計資料を本文と関連
づけながら読む。
・統計資料と筆者の主張の関係を的
確にとらえる。

〇

6

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論
拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、情報化社会についての
筆者の考えを読み取ろうとしている。

〇 〇

〇 〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結論を導く論
拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味し
て内容を解釈している。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、紙の本についての筆者
の考えを読み取ろうとしている。

〇〇

○

1

○

合計

70

6〇 〇 〇

6

1

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要
な語句の量を増し、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係を把握し、内
容や構成を的確にとらえている。[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費意識についての筆者の考えを読み取ることに興味をも
ち、文章と資料の関係をとらえようとしている。

〇

6

○

○


